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３
月
20
日
、
定
例
会
最
終
日
に
、
25
年
度
政
策
提
言
に
対
す
る
執

行
状
況
と
成
果
に
つ
い
て
の
検
証
評
価
報
告
書
が
、
議
長
か
ら
町
長

に
提
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
25
年
５
月
施
行
の
議
会
基
本
条
例
に
規
定
さ
れ
た
、
一
連

の
議
会
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
も
の
で
、
町
民
と
の
意
見
交
換
会
、

各
段
階
に
よ
る
分
析
討
論
な
ど
を
経
て
昨
年
１
月
に
提
出
さ
れ
た
政

策
提
言
書
が
、
町
政
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
実
施
さ
れ
た
か
を
検

証
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
年
サ
イ
ク
ル
と
し

た
政
策
提
言
の
流
れ
は
一
巡
し
た
こ
と
と
な
る
。

　

初
め
て
の
試
み
で
も
あ
り
、
提
言
の
内
容
が
長
期
的
政
策
に
及
ぶ

も
の
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
議
員
の
評
価
は
辛
口
の
点
数
が
続
出
、

議
会
と
執
行
者
側
と
の
認
識
の
違
い
を
示
す
も
の
と
な
っ
た
。

　

検
証
と
評
価
の
手
順
及

び
基
準
に
つ
い
て
は
、
議

会
基
本
条
例
に
定
め
が
な

く
、
先
進
事
例
も
乏
し
い

た
め
、
広
報
広
聴
常
任
委

員
会
の
協
議
を
受
け
、
議

会
運
営
委
員
会
で
決
定
さ

れ
た
。

　

ま
ず
、
昨
年
２
月
20
日

の
町
長
か
ら
の
回
答
書
を

も
と
に
、
所
管
の
常
任
委

員
会
ご
と
に
検
証
す
る
こ

と
と
し
、
そ
れ
に
際
し
、

　
提
言
⑴
の
町
有
施
設
再

生
計
画
の
策
定
、
⑵
の
総

合
計
画
と
の
整
合
及
び

「
ま
ち
づ
く
り
」
視
点
か

ら
の
整
備

に
つ
い
て
は
評
価
は
Ｃ
と

な
っ
た
。

　

27
年
度
中
に
、
次
の
総

合
計
画
の
策
定
と
連
動
し

て
「
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
を
作
る
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
方
向
性
が

　
提
言
⑶
の
複
合
化
推
進

に
つ
い
て
は
評
価
Ｃ
。

　

保
育
所
、
診
療
所
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
機
能
連
携

に
つ
い
て
庁
内
調
整
会
議

が
設
置
さ
れ
た
。
推
移
を

注
視
す
る
時
期
で
あ
る
。

ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
低
評
価
の
理
由
。

　
⑷
は
施
設
建
設
後
の
点

検
・
検
証
制
度
を
作
れ
と

の
提
言
で
あ
っ
た
が
、
ま

だ
動
き
は
な
く
、
評
価
は

Ｄ
と
な
っ
た
。
早
急
に
実

施
す
る
こ
と
、
請
負
業
者

の
瑕か

疵し

責
任
な
ど
に
つ
い

て
も
調
査
検
討
せ
よ
と
の

意
見
が
提
出
さ
れ
た
。

基
本
条
例
第
８
条
〈
政
策

形
成
過
程
の
説
明
〉
に
明

記
さ
れ
る
７
項
目
を
「
も

の
さ
し
」
と
し
て
、
各
課

よ
り
執
行
状
況
を
聴
取
し

た
。

①
政
策
を
必
要
と
す
る
背

景　

②
提
案
に
至
る
ま
で

の
経
緯　

③
町
民
参
加
の

実
施
の
有
無
及
び
そ
の
内

容　

④
他
の
自
治
体
の
類

似
す
る
政
策
と
の
比
較
検

討　

⑤
総
合
計
画
に
お
け

る
根
拠
又
は
位
置
づ
け　

⑥
財
源　

⑦
将
来
に
わ
た

る
政
策
な
ど
の
効
果
お
よ

び
コ
ス
ト
が
７
つ
の
「
も

の
さ
し
」
で
あ
る
。
そ
の

上
で
各
議
員
が
小
項
目
ご

と
に
５
か
ら
１
ま
で
の
５

段
階
評
価
を
行
い
、
全
員

の
平
均
値
が
評
価
点
で
あ

る
。
評
価
Ａ
は
平
均
点

４
・
５
以
上
、
Ｂ
は
３
・

５
以
上
、
Ｃ
は
２
・
５
以

上
、
Ｄ
は
１
・
５
以
上
、

１
・
４
以
下
が
評
価
Ｅ
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価

の
基
準
は
下
の
表
に
示
し

た
通
り
。

　

今
回
の
検
証
評
価
で
、

政
策
提
言
の
一
連
の
流
れ

は
一
巡
り
し
た
こ
と
と
な

る
が
、
基
本
条
例
に
は
、

流
れ
そ
の
も
の
の
自
己
検

証
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
任
期
最
終
の
議
会

運
営
委
員
会
で
行
わ
れ
る
。

政策検証評価の基準

Ａ 必要な取り組みを着実に実施、その結果、
目標達成ないしほぼ達成

Ｂ 必要な取り組みを着実に実施、その結果、
達成に向けて具体的成果が見られる

Ｃ 必要な取り組みをおおむね実施、その結果、
一定の成果が見られ始めている

Ｄ 必要な取り組みに着手しているものの、目
標達成までには、なお課題が残されている

Ｅ 取り組みに向けた検討に着手、目標達成に
向けた具体的展開が今後の課題である

急がれる庁舎のあり方 議長から町長へ「検証評価報告書」を手渡す

政 策
検 証

辛
口
の
評
価
続
出
、
初
め
て
の
政
策
検
証

施
設
管
理
計
画
の
基
本
指
針
を
示
せ

提言1
25
年
度
政
策
提
言
、
意
見
交
換
会
か
ら
一
巡

議
会
は
不
断
に
進
化
す
る

施
設
の
複
合
化
を

推
進
せ
よ

評
価

建
設
後
の
点
検
・

検
証
制
度
を

評
価

評
価
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Ｃ
ＣＢ Ｄ

Ｃ
　
提
言
⑴
の
地
方
負
担
軽

減
の
た
め
の
新
た
な
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
創
設
の
た
め
、

国
に
強
力
に
働
き
か
け
よ

と
、
⑵
の
町
負
担
予
算
枠

　

６
次
産
業
化
の
推
進
に

関
す
る
提
言
の
中
で
唯
一

好
評
価
B
と
な
っ
た
の
は
、

⑶
の
拠
点
施
設
の
整
備
事

　
提
言
⑴
の
消
費
動
向
や

物
流
の
研
究
を
行
い
的
確

な
販
売
戦
略
を
立
て
る
こ

　
提
言
⑸
の
経
営
の
主
体

の
選
定
に
つ
い
て
十
分
に

吟
味
す
る
こ
と

　

は
評
価
Ｃ
。

　

町
は
、
公
設
民
営
方
式

に
よ
り
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
こ
と
を
予
定

し
て
お
り
、
27
年
１
月
末

に
運
営
会
社
設
立
の
た
め

の
準
備
委
員
会
を
開
催
、

順
次
、
出
資
者
説
明
会
を

行
う
と
し
て
い
る
。

　
提
言
⑴
の
待
機
児
童
の

実
質
ゼ
ロ
を
目
指
せ

　

は
、
Ｂ
の
好
評
価
と

な
っ
た
。
27
年
１
月
現
在

の
待
機
児
童
は
ゼ
ロ
。
４

　
⑵
の
学
童
保
育
の
充
実

を
求
め
る
提
言
は
評
価
Ｃ
。

　

小
松
小
学
校
内
に
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
教
室
が

で
き
た
こ
と
は
好
評
価
。

他
の
２
地
区
で
も
校
内
に

設
置
す
べ
き
と
の
意
見
が

多
く
、
指
導
員
の
研
修
養

成
や
処
遇
改
善
に
向
け
た

追
加
提
案
も
あ
っ
た
。

月
か
ら
の
新
制
度
で
認
可

保
育
所
が
一
つ
増
え
、
さ

ら
に
小
規
模
保
育
事
業
所

１
カ
所
も
制
度
の
対
象
施

設
と
な
る
。

ル
は
高
い
。
町
負
担
を
１

億
円
程
度
と
す
る
回
答
だ

が
、
な
ん
と
か
新
規
申
請

を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
の

意
見
が
示
さ
れ
た
。

業
の
展
開
。

　

用
地
の
造
成
工
事
は
27

年
３
月
に
終
了
す
る
。

と
　

は
、
事
業
経
営
母
体
が

未
確
定
の
た
め
Ｄ
評
価
。

　

し
か
し
検
証
報
告
書
で

は
、
施
設
の
成
功
は
、
総

合
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

を
持
つ
人
材
の
確
保
が
最

大
の
課
題
で
あ
る
と
し
て
、

　
⑵
の
高
い
付
加
価
値
を

持
っ
た
商
品
づ
く
り
の
指

導
を
行
え
、

運
営
の
形
態
よ
り
も
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
能
力
と
い
っ
た

実
務
に
力
点
を
置
い
た
意

見
と
な
っ
て
い
る
。

　
⑷
の
情
報
発
信
と
物
流

の
核
と
な
る
仕
組
み
、
人

材
育
成
シ
ス
テ
ム
の
確
立

　

も
⑴
と
同
様
の
理
由
で

評
価
は
D
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

特
記
意
見
と
し
て
、
起

業
意
識
の
高
い
人
た
ち
に

よ
る
、
直
売
施
設
で
な
い

と
買
え
な
い
「
特
化
し
た

商
品
」
の
開
発
を
目
指
す

こ
と
が
、
拠
点
施
設
の
建

設
動
機
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
米
沢
牛
や

川
西
産
米
を
素
材
と
し
た

メ
ニ
ュ
ー
や
「
旬
」
の
も

の
を
提
供
す
る
工
夫
を
せ

よ
と
い
っ
た
期
待
が
目

立
っ
た
。
⑷
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
直
売
所
の
集
約
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の

強
化
も
重
要
で
あ
り
、
販

売
イ
ベ
ン
ト
な
ど
情
報
発

信
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
の
意
見
が
明
記
さ
れ
た
。

　

議
会
と
し
て
は
、
拠
点

施
設
建
設
に
時
期
尚
早
、

あ
る
い
は
準
備
不
足
と
の

意
見
も
あ
り
、
町
と
の
温

度
差
が
感
じ
ら
れ
る
検
証

と
な
っ
た
。

の
拡
大
を
せ
よ

　

は
、
と
も
に
評
価
Ｃ
。

　

議
会
と
共
同
で
、
県
及

び
農
林
水
産
省
に
要
望
活

動
を
行
っ
た
が
、
ハ
ー
ド

午前のお散歩タイム　道行く車は皆徐行

工事は順調だが予算の確保は

顔を見て、手から手へ

待機児童の
実質ゼロを好評価

６
次
産
業
化
の
推
進
︱
販
売
戦
略
を
第
一
番
に

提言2提言4

水
田
基
盤
整
備
、

町
負
担
枠
の
拡
大
を

提言3

新
制
度
に
よ
る
枠
拡
大
に
期
待

学
童
保
育
、

校
内
開
設
を進め

よ

粘
り
強
い
運
動
し
か
な
い

施
設
用
地
の
造
成
は
年
度
内

運
営
組
織
の
立
ち
上
げ
が
急
務

運
営
の
形
よ
り
も
実
務
力
が
必
要
だ

評
価

評
価 評

価

提
言

評 価評
価

提
言

評
価

評
価
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平
成
27
年
度
の
一
般
会

計
予
算
の
総
額
は
、
１
０

６
億
４
０
０
万
円
、
前
年

度
対
比
10
・
３
％
増
で
、

大
幅
な
増
額
予
算
と
な
っ

た
。

　

第
４
次
総
合
計
画
の
最

終
年
度
を
迎
え
、「
６
次

産
業
化
推
進
」「
地
域
づ

く
り
活
性
化
」「
交
流
基

盤
確
立
」
の
三
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
重
点
配
分
さ

れ
た
。　
　
　

　

財
政
の
健
全
化
に
努
め

な
が
ら
、
６
次
産
業
化
拠

点
施
設
、
虚
空
蔵
山
西
線

道
路
改
良
や
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
の
用
地
取
得
、
小
学

校
施
設
耐
震
化
、
防
災
拠

点
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
、
防
災
行
政
無
線
増

設
な
ど
、
重
点
事
業
に
積

極
的
に
予
算
を
配
分
し
た
。

　

ま
た
、
吉
島
小
プ
ー
ル

改
修
、
町
誕
生
60
周
年
記

念
事
業
、
井
上
ひ
さ
し
さ

ん
を
し
の
ぶ
吉
里
吉
里

（
き
り
き
り
）
忌
の
開
催

な
ど
に
も
取
り
組
む
。

　

さ
ら
に
、
若
者
の
定
着

化
、
子
育
て
支
援
を
進
め

る
た
め
、
民
間
業
者
が
ア

パ
ー
ト
を
新
設
す
る
際
に
、

上
限
１
０
０
０
万
円
の
補

助
金
を
出
す
勤
労
者
住
宅

支
援
事
業
、
中
学
生
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
を
継
続

し
て
実
施
す
る
。

　

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、

詳
細
な
説
明
を
受
け
、
徹

底
し
た
議
論
を
行
い
、
慎

重
に
審
議
を
重
ね
た
。

　

議
会
か
ら
は
、
昨
年
度

か
ら
大
型
の
投
資
的
事
業

が
続
い
て
お
り
、
借
入
金

残
高
が
年
々
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
健
全
財
政
を

心
配
す
る
声
が
あ
っ
た
。

特
に
６
次
産
業
化
拠
点
施

設
の
運
営
を
不
安
視
す
る

声
が
あ
り
、
質
問
が
相
次

い
だ
。

平成27年度一般会計予算の特徴
①当初予算で初の100億超え。前年度当初
比10.3％増

②投資的経費は19億9620万円。借入金は
19億6550万円

　大型事業盛り込む
③人件費1.4％減、補助費4.5％増など、義
務的経費増

「子育てのまち川西」中学生までの医療費無料化は５年目となる（川西中学校入学式）
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１
２
９
万
円

９
１
億
０
６
０
７
万
円

９
３
億
６
３
０
７
万
円

９
２
億
４
１
３
８
万
円

１
０
４
億
５
６
１
０
万
円

９
６
億
２
１
４
６
万
円

１
１
２
億
４
３
７
６
万
円

１
１
６
億
４
９
６
３
万
円

27
年
度

１
２
５
億
５
５
９
８
万
円

0 10 20 30 40 50
（億円）

47億1443万円
46億7589万円 

43億0783万円　　  
40億6106万円　　　　 

37億2583万円　　　　　　  
34億4469万円　　　　　　　　 
33億7429万円　　　　　　　　  

32億4069万円　　　　　　　　　  
31億9952万円　　　　　　　　　　

32億7075万円　　　　　　　　　 
33億1389万円　　　　　　　　　

  36億5607万円　　   　　　   
36億5160万円　　   　　　   

35億4595万円 　　　　　　　
32億8837万円　　　　　　　　　

33億8200万円　 　　　　　　　
33億7800万円　 　　　　　　　

平成11年度
平成12年度
平成13年度
平成14年度
平成15年度
平成16年度
平成17年度
平成18年度
平成19年度
平成20年度
平成21年度
平成22年度
平成23年度
平成24年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度

27年度予算決まる
106億400万円 00億円超え初の1

大
型
事
業
目
白
押
し

防
災
に
も
重
点
配
分

地方交付税の推移（置賜広域病院組合分を除く本町純枠分）町債（借入金残高）の推移

ここが知りたい

　

３
月
定
例
会
が
３
月
４
日
か
ら
20
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
日
目
に
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
の
人
事
１

件
を
審
議
し
た
後
、
常
任
委
員
会
に
条
例
７
件
の
審
査
を
、
予
算
特
別

委
員
会
に
条
例
な
ど
６
件
、
本
年
度
補
正
予
算
、
新
年
度
予
算
な
ど
10

議
案
の
審
査
を
そ
れ
ぞ
れ
付
託
し
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
に
、
５
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
都
市
計
画
、
観
光
行

政
な
ど
を
と
り
あ
げ
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

第
３
日
目
以
降
に
、
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会
分
科
会
を
開

き
、
各
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
、
予
算
特
別
委
員
会
の
採
決
後
、
本
会
議
を
開
き
、
付
託

し
た
23
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
追
加
提
案
さ
れ
た
条
例
２
件
を

審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
補
正
予
算
１
件
を
予
算
特
別
委
員
会
に
付

託
し
て
審
査
を
行
い
、
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。
請
願
１
件
を
継
続

審
査
と
し
、
閉
会
中
の
事
務
調
査
を
許
可
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
期
定
例
会
の
傍
聴
者
は
31
人
で
し
た
。　

３月定例会の
あらまし

３　月
定例会

（6）（7） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り

平成27年４月15日発行
第121号議 会 だ よ り議 会 だ よ り

平成27年４月15日発行
第121号



　

基
幹
産
業
の
農
業
を
基
軸
に
、
商
工
業
や
観
光
と

連
携
し
、
所
得
の
向
上
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
進

め
る
た
め
、
中
小
松
に
６
次
産
業
化
拠
点
施
設
を
整

備
す
る
。
用
地
取
得
、
造
成
費
用
に
９
０
０
０
万
円
、

本
体
工
事
に
２
億
１
２
７
６
万
円
、
厨
房
機
器
等
４

３
２
０
万
円
、
外
構
工
事
５
４
０
０
万
円
、
そ
の
他

の
経
費
を
含
む
。
愛
称
が
「
森
の
マ
ル
シ
ェ
」
に
決

定
し
、
運
営
主
体
の
株
式
会
社
も
設
立
さ
れ
た
。
町

と
し
て
の
開
業
準
備
の
運
営
補
助
金
１
０
６
０
万
円

も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　東北の被災地などで、非常時における避難住民
の受け入れや電力供給等を担う地域に対し、防災
拠点の再生可能エネルギー、蓄電池の導入などを
支援する事業。フレンドリープラザ、東沢活性化
センターに太陽光発電施設を整備するもので、グ
リーンニューディール基金制度に位置づけられた
補助事業。補助率は10分の10。

　「消防団緊急伝達システム」として、屋外拡声
スピーカーが12局あるが、電波法上、消防アナ
ログ波の使用は、平成28年５月末までとなって
おり、市町村デジタル波を使用した「同報系防災
行政無線」として再整備するもの。再整備後は
20局に増設される。財源は緊急防災減災債
（100％充当）を活用する。償還のうち70％は
交付税に算入され、残り30％の半分が県から補
助金として交付される。

　

文
部
科
学
省
に
よ
り
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
玉
庭
、
犬
川
、
中
郡
、
東
沢
各

小
学
校
体
育
館
の
耐
震
診
断
を
行
っ
た
結
果
、
い
ず
れ

も
補
強
が
必
要
と
の
診
断
と
な
っ
た
。
26
年
度
に
着
工

し
た
玉
庭
小
学
校
の
体
育
館
新
築
工
事
を
継
続
す
る
ほ

か
、
３
小
学
校
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
と
併
せ
て
外

壁
、
屋
根
、
窓
な
ど
の
改
修
を
実
施
す
る
。
玉
庭
小
学

校
の
体
育
館
に
２
億
７
５
７
３
万
円
、
犬
川
小
８
６
０

１
万
円
、
中
郡
小
７
２
８
２
万
円
、
東
沢
小
８
３
５
３

万
円
の
予
算
が
配
分
さ
れ
て
い
る
。

　

ふ
れ
あ
い
の
丘
（
小
松
ス
キ
ー
場
付

近
）
に
４
コ
ー
ス
、
36
ホ
ー
ル
の
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
を
整
備
す
る
。
今
年
度
は
、
実

施
設
計
、
用
地
取
得
、
開
発
に
伴
う
法
的

手
続
き
に
取
り
組
む
。
今
春
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
温
泉
「
浴
浴
セ
ン

タ
ー
ま
ど
か
」
と
の
相
乗
効
果
を
図
り
、

観
光
と
交
流
の
拠
点
と
し
て
期
待
が
高
ま

る
。
完
成
は
平
成
28
年
の
予
定
、
芝
生
の

養
生
を
経
て
オ
ー
プ
ン
さ
れ
る
。

　

西
回
り
幹
線
道
路
の
南
部
分
に
あ
た

る
虚
空
蔵
山
西
線
の
整
備
が
本
格
的
に

始
ま
る
。
八
相
山
線
か
ら
米
沢
市
に
至

る
ル
ー
ト
１
４
２
０
ｍ
の
う
ち
本
町
分

は
１
０
８
０
ｍ
で
、
す
で
に
地
権
者
へ

の
説
明
会
が
終
了
し
、
今
年
度
は
用
地

取
得
、
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
な
ど
が
進

め
ら
れ
る
。
米
沢
市
側
（
３
４
０
ｍ
）

は
１
年
遅
れ
で
の
着
工
と
な
り
、
完
成

年
次
は
平
成
31
年
の
予
定
。

今年の目玉

ピック
アップ

　自分の家は、交流セ
ンターから近いので、
防災無線は良く聞こえ
るので助かっているが、
災害が発生したときに
備えて全町に聞こえる
ようになれば、安心し
て生活ができると思う。
また、災害時には消防団の力が必要であり、
消防団に対する支援を望む。

吉島地区 情野　光一 さん

　私は近くの直売所で
野菜を販売しているが、
６次産業化拠点施設が
開業したときは、是非
出店してみたい。成功
させるには、目玉商品
を開発し話題となるよ
うな施設にしていく必
要があると思う。場所の選定については疑問
もある。

吉島地区 島貫　稔
とし

子
こ

さん

　私は米沢に行くとき
に、八相山線から国道
287号を通るが、大型
車の通行も多く、特に
中郡駅前の道路が狭く
怖いと思うことが多い。
虚空蔵山西線の整備が
行われれば、米沢に行
くときは大変便利だと思う。早期完成を望む。

犬川地区 平田　友里 さん

整地が完了した予定地

耐震化工事が行われる犬川小体育館

気軽にパークゴルフを楽しもう

虚空蔵山西線道路改良工事　位置図

４
億
４
６
２
１
万
円

５
億
１
８
１
２
万
円

７
７
５
９
万
円

７
１
７
７
万
円

6998万円

1億8323万円

６
次
産
業
化
拠
点
施
設

小
学
校
施
設
耐
震
化
工
事

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備

虚
空
蔵
山
西
線
道
路
改
良

防災拠点再生可能
エネルギー導入

防災行政無線整備

私もひとこと 27年度
予　算
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　予算特別委員会は、常任委員会を単位とする２分科会で構
成され、一般会計など７会計の予算、関係条例を審査した。
　ここでは討論、総括質疑、分科会での質疑を要約した。

※地方交付税　公立置賜総合病院分は本町に交付され、その後病院
に支出される。本町純粋分は33億7800万円。

　議案中、川西町6次産業化拠点施設整備につ
いて反対する。
　まず、施設面積の増、軟弱地盤対応などによ
る約9000万円の増額は、はじめて聞く話だ。
議会からの提言もあり特に注目されている中で、
全議員に対して丁寧な説明が必要であった。総
括質疑などで同僚議員の指摘で説明したという
ことだけでは納得できない。
　また、設計においても、運営主体の意向を取
り入れた設計を要望したが、従前どおりである。
販売品目の設定も町独自のブランド力のある品
目の絞り込みもない。
　昨年、議会と町民との意見交換会の際、大変
厳しい意見があった。運営組織、マーケティン
グリサーチ、販売品目の選定、町内スーパーと
の競合などの問題を十分に納得できる形で町民
に説明がされていない、時間をかけた検討が必
要だ。

　平成27年度は第４次川西町総合計画の最終
年度となり、後期基本計画に位置付けられた主
要課題｢地域づくり活性化プロジェクト｣、「６次
産業化推進プロジェクト」、「交流基盤確立プロ
ジェクト」をはじめとする各種施策を推進し完
成を目指していく年である。
　特に６次産業化の取り組みは、本町農業が置
かれている現在の厳しい状況を、何とか打開す
る一つの手立てとして大いに期待するものであ
る。
　地域資源を生かすためにも６次産業化の推進
は是非とも必要である。町が全てお膳立てする
ものでなく、町民本位の運営主体を立ち上げて
運営していくという方針である。平成27年度
予算は、厳しい財政状況ではあるものの、住民
要望に可能な限りの施策が盛り込まれた予算で
あり、賛成する。　

歳　入

町債（借入金）
19億6550万円 （18.5%）

町税
11億8041万円

（11.1%）

県支出金
7億5521万円

（7.1%）

国庫支出金
7億3301万円

（6.9%）

諸収入 1億7607万円（1.7%）
地方消費税交付金 2億4000万円（2.3%）

地方譲与税 1億2700万円（1.2%） 
繰越金 9000万円（0.9%）

その他 2億3412万円（2.2%）

繰入金
4億3266万円（4.1%）

地方交付税※

46億7000万円
　　（44.0%）

性質別
歳　出

補助費等
24億1691万円
  （22.8%）

人件費
17億2889万円

（16.3%）

物件費
13億6914万円

（12.9%） 

公債費
（借入返済金）
10億6848万円

（10.1%）

繰出金 9億7766万円
（9.2%）

扶助費 7億1037万円
（6.7%）

維持補修費 1億7243万円（1.6%） 

貸付金 6720万円（0.7%）

その他 9667万円（0.9%）

普通建設事業費
19億9620万円

（18.8%）

川西町６次産業化拠点施設イメージ図

一般会計 106億400万円

予　算

審　議

増
え
る
借
入
金
残
高

議
会
健
全
財
政
を
注
視

　　　昨年との比較
26年度 27年度 増減額

地方交付税 46億7000万円 46億7000万円 0円
町債（借入金） 14億2340万円 19億6550万円 5億4210万円

　　　昨年との比較
26年度 27年度 増減額

人 件 費 17億5276万円 17億2889万円 ▲2387万円
補助費等 22億2406万円 24億1691万円 1億9258万円

橋本　欣一　議員加藤　俊一　議員

平成27年度　一般会計予算で討論

賛成 反対
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佐
々
木

27
年
度
中
に
地
方

版
総
合
戦
略
を
策

定
す
る
が
、
地
方
の
雇
用

が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
、
少

子
化
対
策
、
東
京
一
極
集

中
は
是
正
で
き
な
い
。
起

業
、
人
材
育
成
を
盛
り
込

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
従
来
の
よ
う
な
企

業
誘
致
は
困
難
で

黒
澤
６
次
産
業
化
拠
点

施
設
の
性
格
に
つ

い
て
、
町
長
と
議
会
と
の

間
に
認
識
の
差
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
町
長
は
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
シ
ョ
ッ
プ
と
い

う
表
現
を
さ
れ
た
の
で
、
正

直
驚
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、

拠
点
施
設
は
し
っ
か
り
商

売
を
し
て
、
６
次
産
業
化

遠
藤
６
次
産
業
化
拠
点

施
設
建
設
に
つ
い

て
は
、
26
年
６
月
の
全
員

協
議
会
に
お
い
て
場
所
選

定
の
説
明
が
あ
っ
た
。
選

定
理
由
の
一
つ
に
予
定
地

は
、
造
成
費
が
ほ
と
ん
ど

か
か
ら
な
い
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
な
に
も

な
い
ま
ま
、
大
造
成
が
行

髙
橋
過
去
に
財
政
危
機

か
ら
庁
舎
建
設
基

金
条
例
を
廃
止
し
た
経
緯

が
あ
る
。
本
庁
舎
、
中
央

公
民
館
の
耐
震
補
強
工
事

に
莫
大
な
経
費
を
要
す
る

た
め
、
庁
舎
建
設
基
金
条

例
の
設
定
に
至
っ
た
と
理

解
す
る
。

　

施
設
の
経
年
劣
化
等
を

加
藤
川
西
町
の
ラ

※

ス
パ

イ
レ
ス
指
数
が
高

い
数
値
で
示
さ
れ
た
が
。

町
長
給
与
は
、
国
の
人

事
院
勧
告
に
従
い

支
給
し
て
い
る
。
今
回
、

高
い
数
値
が
出
た
が
計
算

方
法
は
年
代
別
に
区
切
ら

れ
て
お
り
、
国
・
県
の
基

準
、
年
齢
構
成
等
に
よ
る

金
子
大
課
制
導
入
か
ら

10
年
、
結
果
的
に

役
職
が
増
え
、
わ
か
り
づ
ら

い
組
織
と
な
っ
て
い
な
い
か
。

町
長
メ
リ
ッ
ト
を
あ
げ

る
と
職
員
数
を
減

ら
せ
た
事
、
職
員
の
資
質
や

能
力
の
向
上
、
又
少
数
精
鋭

に
よ
る
事
業
推
進
が
図
れ
た

事
、
し
か
し
近
年
地
方
分
権

橋
本
27
年
度
は
町
誕
生

60
周
年
、
フ
レ
ン

ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
20
周
年
、

吉
里
吉
里
忌
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
あ
る
が
、
行
事
の

み
で
な
く
、
経
済
効
果
な

ど
も
狙
っ
た
交
流
と
す
べ

き
で
あ
る
。

　

国
の
地
方
創
生
の
５
年

間
の
総
合
戦
略
策
定
と
町

あ
り
、
起
業
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
を
ど
う
育
成
す
る

か
大
き
な
課
題
だ
。
ま
た
、

地
元
の
高
等
教
育
機
関
、
実

業
高
校
を
卒
業
し
た
人
材

の
定
着
も
大
切
だ
。
人
材

育
成
の
た
め
、
県
が
奨
学

金
制
度
の
検
討
を
行
う
と

し
て
い
る
の
で
、
町
で
も

一
緒
に
研
究
し
た
い
。

へ
の
火
付
け
役
、
も
し
く

は
町
内
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
と
な
る
の
で
は
な
く
、

営
業
や
商
売
と
い
う
意
識

の
乏
し
い
稲
作
農
民
の
学

習
、
実
践
的
研
修
の
場
と

し
て
造
る
と
い
う
こ
と
か
。

町
長
ど
ち
ら
か
一
方
と

い
う
こ
と
で
は
な

い
。

わ
れ
て
い
る
。
議
会
軽
視

で
は
。

産
業
振

興
課
長

建
設
に
当
た
り
調

査
し
た
と
こ
ろ
、

地
盤
が
軟
弱
で
あ
り
、
造

成
工
事
が
必
要
と
な
っ
た
。

町
長
全
協
の
時
と
今
回

の
予
算
の
違
い
に

つ
い
て
は
、
議
会
に
十
分

説
明
し
、
理
解
を
得
た
い
。

踏
ま
え
、
利
用
の
複
合
化

や
整
備
方
法
、
建
設
目
途

は
。

町
長
基
金
は
今
後
の
庁

舎
整
備
に
向
け
設

置
す
る
も
の
で
、
整
備
方

法
に
つ
い
て
は
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
第
５
次

総
合
計
画
の
最
終
年
度
を

目
指
す
。

結
果
と
思
っ
て
い
る
。

加
藤
27
年
度
予
算
に
反

映
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長

26
年
度
の
退
職
者

が
10
名
い
た
の
で
、

指
数
は
是
正
さ
れ
る
と

思
っ
て
い
る
。
町
民
の
理

解
、
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ

う
説
明
責
任
を
果
た
し
て

い
く
。

改
革
が
進
み
、
新
た
な
行
政

課
題
や
需
要
が
出
て
き
た
。

そ
れ
ら
に
対
応
し
う
る
機
構

を
今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

金
子
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
が
１
０
０
を
超

え
て
い
る
が
特
別
な
加
算
措

置
な
ど
と
っ
て
い
な
い
か
。

町
長
加
算
措
置
は
と
っ

て
い
な
い
。

の
第
５
次
総
合
計
画
の
関

連
は
ど
う
と
ら
え
る
か
。

町
長
ダ
リ
ア
を
中
心
と

し
た
総
合
的
な
事

業
と
し
た
い
。
現
在
庁
内

で
検
討
を
詰
め
て
い
る
。

　

地
方
版
総
合
戦
略
策
定

と
総
合
計
画
策
定
は
、
内

容
的
に
は
同
じ
も
の
と
な

る
。

会計別 歳入歳出予算 議決の内容

一 般 会 計 106億400万円 賛成多数により可決（反対1名）

国民健康保険事業特別会計 20億5353万円 賛成多数により可決（反対1名）

下 水 道 事 業 特 別 会 計 5億4483万円 全員賛成により可決

農業集落排水事業特別会計 8637万円 全員賛成により可決

介護保険事業特別会計 18億1285万円 賛成多数により可決（反対1名）

後期高齢者医療特別会計 1億5381万円 賛成多数により可決（反対1名）

企業会計 収　入 支　出 議決の内容

水道事業会計
収益的 5億2678万円 5億2226万円

全員賛成により可決
資本的 2514万円 1億6674万円

資本的収支　不足する額1億4159万円は消費税調整額、損益勘定留保資金で補てん

※ラスパイレス指数　国家公務員行（一）の俸給月額を100とした場合の地方公
務員一般行政職の給与水準。26年度は町の指数が100.174となった。

拠点施設運営会社の出資説明会（３月19日　中央公民館）

予　算

審　議

６
次
拠
点
本
当
に
大
丈
夫
か

活
発
な
議
論　
７
議
員
が
総
括
質
疑

黒
澤　

巖
議
員

６
次
拠
点
は
研
修
の
場
か

遠
藤
章
一
議
員

６
次
拠
点
説
明
が
不
十
分

髙
橋
照
夫
議
員

本
庁
舎
建
設
の
整
備
と
目
途
は

加
藤
俊
一
議
員

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
高
い
の
か

橋
本
欣
一
議
員

経
済
効
果
も
狙
っ
た
事
業
を

佐
々
木
賢
一
議
員

地
方
版
総
合
戦
略
で
起
業
・
人
材
育
成
を

金
子
一
郎
議
員

大
課
制
を
検
証
せ
よ

　

予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
条
例
な
ど
６
件
、
本

年
度
補
正
予
算
、
新
年
度
予
算
な
ど
10
議
案
の
審
議
は
分

科
会
で
行
わ
れ
た
。
議
案
の
説
明
の
後
「
総
括
質
疑
」
を

行
っ
た
。
今
回
は
７
人
の
議
員
が
総
括
質
疑
を
行
い
、
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

総

括

質

疑

平成27年度各会計予算
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問

川
西
町
誕
生
60
周

年
記
念
事
業
の
具

体
的
な
プ
ラ
ン
は
、
ど
の

程
度
で
き
て
い
る
か
。

総　

務

課　

長

記
念
式
典
、
女
性

議
会
、
国
際
ダ※

リ

ア
サ
ミ
ッ
ト
、
教
育
委
員

会
発
刊
で『
平
成
の
あ
ゆ

み
』、す
で
に
閉
校
と
な
っ

た
各
学
校
も
含
め
た
校
歌

集
Ｃ
Ｄ
制
作
、
公
開
番
組

の
招
致
な
ど
の
案
が
固
ま

り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
広
く

町
民
の
参
加
を
促
す
た
め
、

小
中
学
生
や
一
般
か
ら
、

作
文
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

も
募
集
し
た
い
。

意
見

エ
ッ
セ
ー
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
募
集
に
つ

い
て
は
、
広
く
全
国
か
ら

募
集
し
た
ら
ど
う
か
。「
初

恋
の
人
へ
」と
か
、「
村
は

ず
れ
の
地
蔵
さ
ん
へ
」と

か
、
日
本
人
の
故
郷
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
な
ら
多
く

の
応
募
が
得
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

　

女
性
議
会
開
催
な
ど
は
、

今
回
を
機
に
継
続
し
て
い

け
る
の
で
は
な
い
か
。

問

ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
が
、
ま
た

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
そ

う
だ
が
。

企
画
財

政
課
長

現
在
、
14
の
特
産

品
の
中
か
ら
選
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
拡

充
し
、
シ
ス
テ
ム
の
簡
素

化
な
ど
充
実
に
努
め
て
い

る
。

意
見

物
産
型
だ
け
で
な

く
、
移
住
定
住
を

目
指
す
体
験
型
の
返
礼
品

も
検
討
し
た
ら
ど
う
か
。

問

地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
隊
員
２
人
が

期
間
満
了
と
な
る
が
、
新

年
度
は
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く

り
課
長

２
人
の
隊
員
を
補

充
し
、
新
た
に
農

業
研
修
生
２
人
を
募
集
す

る
の
で
、
新
年
度
は
６
人

と
な
る
。

意
見

隊
員
の
起
業
・
定

住
に
向
け
、
支
援

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

問

10
月
か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
（
社
会
保

障
・
税
番
号
）
の
通
知
が

始
ま
り
、
１
月
か
ら
利
用

が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
一
生

使
う
も
の
な
の
で
、
し
っ

か
り
周
知
す
る
こ
と
が
必

要
だ
。

住
民
生

活
課
長

28
年
１
月
よ
り
、

社
会
保
障
、
税
、

災
害
対
策
で
利
用
が
開
始

さ
れ
、
翌
29
年
よ
り
国
の

行
政
機
関
の
間
で
情
報
連

携
、
さ
ら
に
同
年
７
月
か

ら
、
地
方
公
共
団
体
間
の

連
携
が
可
能
と
な
る
。

意
見

導
入
に
よ
る
効

果
・
利
便
性
及
び
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ

い
て
も
、
わ
か
り
や
す
く

説
明
す
べ
き
で
あ
る

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
事
業
が
町

内
全
て
の
小
学
校
区
に
拡

大
さ
れ
る
が
、
そ
の
狙
い

は
。

教
育
総

務
課
長

学
校
と
地
域
の
連

携
が
よ
り
密
接
に

な
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者

や
地
域
住
民
の
学
校
へ
の

理
解
が
深
ま
る
と
考
え
て

お
り
、
４
学
区
で
設
置
さ

れ
る
予
定
の「
小
学
校
再

編
計
画
検
討
委
員
会
」の

議
論
に
も
良
い
影
響
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。

問

フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ

ラ
ザ
の
太
陽
光
パ

ネ
ル
及
び
蓄
電
設
備
の
利

用
目
的
は
。

教
育
総

務
課
長

防
災
拠
点
施
設
と

し
て
最
低
限
の
電

力
確
保
を
図
る
た
め
、
県

基
金
を
活
用
す
る
も
の
。

問

㈱
ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
に
増
資

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
理
由
は
。

産
業
振

興
課
長
４
月
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
に

合
わ
せ
て
、
現
在
２
０
０

株
の
発
行
株
式
を
４
０
０

株
に
増
資
す
る
。
理
由
は
、

財
務
基
盤
の
強
化
を
図
る

た
め
で
あ
る
が
、
そ
の
う

ち
町
は
２
７
０
株
を
保
持

し
、
主
体
的
に
経
営
に
参

画
し
て
い
く
決
意
で
あ
る
。

増
資
分
の
株
式
は
、
㈱
ダ

リ
ヤ
パ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
へ

の
運
営
支
援
や
連
携
強
化
、

利
用
拡
大
が
期
待
で
き
る

取
引
先
な
ど
第
三
者
へ
の

割
当
発
行
を
想
定
し
て
い

産業厚生
第 ２

分科会

総務文教
第 １

分科会

る
。
今
回
の
株
式
出
資
は
、

議
決
権
の
保
持
の
た
め
で

あ
る
。

問

母
子
保
健
妊
産
婦

事
業
の
不
妊
治
療

助
成
増
額
は
、
対
象
者
の

増
が
見
込
ま
れ
る
た
め
か
。

健
康
福

祉
課
長

26
年
度
は
、
県
の

特
定
不
妊
治
療
費

助
成
よ
り
15
万
円
、
町
で

も
５
万
円
の
助
成
を
行
っ

て
き
た
。
27
年
度
は
町
の

助
成
を
10
万
円
と
す
る
予

定
で
あ
る
。

意
見

社
会
的
に
も
注
目

さ
れ
る
深
刻
な

ケ
ー
ス
も
多
い
と
報
道
さ

れ
て
い
る
。
国
・
県
の
動

向
と
併
せ
、
支
援
の
充
実

が
必
要
で
あ
る
。

問

健
康
増
進
計
画

「
健
康
か
わ
に
し

（
第
２
次
）
」
の
概
要
版

を
作
成
し
て
事
業
推
進
に

当
た
る
と
の
こ
と
だ
が
、

従
来
、
概
要
版
で
も
わ
か

り
に
く
か
っ
た
。

健
康
福

祉
課
長

町
民
に
広
く
浸
透

さ
せ
る
た
め
、
わ

か
り
易
い
も
の
を
作
成
し

配
布
す
る
よ
う
努
め
る
。

問

農
業
用
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
活
用
調
査

事
業
と
は
具
体
的
に
ど
ん

な
こ
と
か
。

産
業
振

興
課
長

冬
期
間
の
園
芸
栽

培
推
進
に
向
け
て
、

間
伐
材
や
河
川
の
支
障
木

を
原
料
と
し
た
割わ
り

木き

暖
房

機
の
導
入
を
図
る
も
の
で

あ
る
。

意
見

６
次
産
業
化
拠
点

施
設
で
、
出
荷
販

売
さ
れ
る
作
物
生
産
に
つ

な
げ
ら
れ
れ
ば
面
白
い
。

問

こ
の
た
び
の
介
護

保
険
条
例
の
改
正

で
、
第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
高
齢
者
）

の
負
担
割
合
が
増
加
す
る

が
、
そ
れ
で
も
介
護
保
険

料
月
額
基
準
額
が
増
加
す

る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

健
康
福

祉
課
長

世
代
間
負
担
の
調

整
と
い
う
観
点
か

ら
の
負
担
割
合
の
変
更
で

あ
る
。
事
業
総
額
の
拡
大

は
、
介
護
対
象
人
口
の
増

加
に
よ
る
も
の
と
理
解
願

い
た
い
。

※ダリアとダリヤ　本町では花の名称はダリア、施設の名称は「ダ
リヤ園」としている。

国際ダリアサミットを開催予定まもなくリニューアルオープンする「まどか」

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

年々増加、介護保険給付費実績推移表億円

平
成
12
年
度

平
成
13
年
度

平
成
14
年
度

平
成
15
年
度

平
成
16
年
度

平
成
17
年
度

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

予　算

審　議

町
誕
生
60
周
年
記
念
事
業
の
取
組
み

まどかリニューアルにあわせ

国
際
ダ
リ
ア
サ
ミ
ッ
ト
、
校
歌
Ｃ
Ｄ
な
ど

ダリヤパークサービスに増資
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問

町
長
が
就
任
し
て

10
年
。
平
成
16
年

に
は
「
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
」
「
新
・
行
財
政
改

革
大
綱
」
を
策
定
し
、『
役

場
改
革
』
を
進
め
て
き
た
。

大
課
制
及
び
グ
ル
ー
プ
制

は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

と
並
ん
で
そ
の
目
玉
で

あ
っ
た
が
、
今
日
の
時
点

で
ど
の
よ
う
に
検
証
評
価

し
て
い
る
か
。

町
長

平
成
17
年
度
よ

り
大
課
制
・
ス

タ
ッ
フ
制
の
導
入
を
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
に
掲

げ
て
進
め
て
き
た
。
当
初

は
消
防
本
部
を
除
け
ば
８

課
に
集
約
し
た
が
、
行
政

管
理
改
善
委
員
会
の
答
申

や
、
年
度
毎
の
人
事
異
動

の
検
討
等
に
併
せ
て
見
直

し
、
現
在
は
、
12
課
・
33

グ
ル
ー
プ
、
49
チ
ー
ム
の

構
成
と
し
て
い
る
。

　

評
価
と
し
て
は
、
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
配
置

に
よ
り
職
員
の
意
識
改
革

が
進
み
、
主
幹
ク
ラ
ス
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
向

上
、
職
員
の
責
任
の
明
確

化
、
内
部
意
思
決
定
の
迅

速
化
、
少
数
精
鋭
に
よ
る

円
滑
な
事
務
事
業
の
執
行

体
制
が
で
き
た
な
ど
の
成

果
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
新
た
な
行
政

課
題
や
需
要
が
増
加
し
て

お
り
、
人
材
育
成
、
民
活

の
導
入
な
ど
、
５
次
総
の

推
進
体
制
づ
く
り
を
検
討

し
て
い
く
。

問

６
次
産
業
化
拠
点

施
設
の
運
営
会
社

へ
の
町
の
係
わ
り
方
は
ど

う
な
る
か
。

町
長

会
社
設
立
呼
び

か
け
人
会
や
説

明
会
な
ど
で
、「
資
本
金

が
十
分
で
な
い
」「
役
員

に
な
る
に
は
責
任
が
重
す

ぎ
る
」
な
ど
の
意
見
が

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
町
が

直
接
資
本
参
加
す
る
こ
と

と
し
１
５
０
万
円
の
補
正

予
算
を
計
上
し
た
。
ま
た

新
年
度
予
算
で
は
、
オ
ー

プ
ン
ま
で
の
つ
な
ぎ
資
金
、

出
荷
拡
大
の
た
め
の
支
援

策
に
充
て
る
経
費
を
補
助

金
と
し
て
計
上
、
併
せ
て

運
営
会
社
へ
の
指
定
管
理

料
を
今
後
27
年
度
補
正
予

算
で
予
定
し
て
い
る
。

　

拠
点
施
設
で
は
、
消
費

者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
生

産
者
の
顔
が
見
え
る
安
心

安
全
で
鮮
度
の
高
い
特
色

あ
る
商
品
の
品
ぞ
ろ
え
と
、

地
域
の
食
材
を
生
か
し
た

レ
ス
ト
ラ
ン
メ
ニ
ュ
ー
や

惣
菜
の
提
供
を
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
新
野
菜
な
ど

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、
調
理
方
法
な
ど
も

紹
介
し
な
が
ら
販
売
す
る

と
と
も
に
、「
か
わ
に
し

ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
を
目

指
し
て
行
く
。

　

平
成
27
年
度
は
、
オ
ー

プ
ン
に
向
け
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
各

種
事
業
を
支
援
し
て
い
く

１
年
に
し
た
い
。

意
見

確
か
な
経
営
方
針

を
確
立
す
る
た
め
、

広
く
町
民
の
声
を
拾
い
上

げ
、
経
営
に
生
か
せ
る
シ

ス
テ
ム
作
り
を
行
う
べ
き

で
あ
る
。

淀
災
害
は
忘
れ
た
頃

に
起
き
る
と
言
わ

れ
る
。
昨
年
８
月
、
集
中

豪
雨
の
被
害
を
受
け
た
広

島
市
を
、
２
カ
月
後
に
視

察
。
流
れ
出
し
た
山
肌
が

住
宅
地
に
襲
い
掛
か
り
、

74
人
の
犠
牲
者
が
出
た
。

生
々
し
い
傷
跡
を
見
て
、

災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ

た
。
山
形
県
の
土
砂
災
害

警
戒
区
域
が
７
５
０
０
カ

所
あ
る
中
、
川
西
町
は
玉

庭
地
区
を
中
心
に
、
59
カ

所
が
警
戒
区
域
な
ど
の
指

定
に
な
っ
て
い
る
。
指
定

淀
広
島
市
の
災
害
地

で
、
各
地
か
ら
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に

会
っ
た
。
去
年
、
一
昨
年

の
２
回
、
南
陽
市
吉
野
川

の
氾
濫
の
際
に
も
活
動
を

し
て
く
れ
た
方
も
い
た
。

川
西
町
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
把
握
と
連
携
は

ど
う
か
。

町
長
災
害
時
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
設
置
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
策
定
作
業
に
取
り
組
む
。

区
域
の
把
握
と
対
応
は
。

町
長
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

な
ど
を
全
世
帯
に

配
付
、
注
意
喚
起
を
行
っ

た
。淀

玉
庭
小
学
校
体
育

館
の
改
築
場
所
は
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指

定
に
な
っ
て
い
る
。
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
か
ら
お
お
よ
そ

１
０
０
０
ｍ
離
れ
て
は
い

る
が
危
険
は
な
い
か
。

町
長
沢
の
上
流
部
へ
砂

防
堤
防
な
ど
の
安

全
対
策
を
す
る
よ
う
、
県

に
働
き
か
け
る
。

淀
昨
年
11
月
の
町
防

災
講
習
会
で
、
山

村
講
師
は
「
第
一
に
自
分

の
安
全
、
次
に
火
を
消
す
、

電
気
の
コ
ー
ド
を
抜
く
、

隣
組
の
状
況
を
把
握
。
そ

れ
か
ら
行
政
の
包
括
的
な

危
機
管
理
が
大
切
」
と
話

し
て
い
た
。
各
地
区
の
自

主
防
災
組
織
の
指
導
は
。

町
長
自
主
防
災
連
絡
協

議
会
を
設
置
し
町

と
情
報
の
共
有
を
図
る
。

山
村
講
師
を
招
き
、
地
域

へ
入
る
な
ど
指
導
を
受
け

る
方
針
で
あ
る
。

淀
自
然
と
の
調
和
を

保
ち
な
が
ら
生
活

す
る
山
里
。
今
年
は
ま
れ

な
大
雪
。
雪
解
け
時
期
に

も
起
こ
り
易
い
土
砂
災
害
。

住
民
の
災
害
意
識
が
大
切
。

意
見

大
課
制
グ
ル
ー
プ

制
の
メ
リ
ッ
ト
を

最
大
限
発
揮
し
、
事
務
事

業
の
ス
リ
ム
化
を
図
ら
れ

た
い
。

「総合窓口」の提案も

淀　秀夫 議員

広島市の災害現地を訪ねて 評判の「米粉シフォンケーキ」工房で

町長に聞く
　平成27年度の予算について、特に政策的
な事項を町長に聞いた。

事
務
事
業
の
ス
リ
ム
化
を
大
胆
に

広
く
町
民
の
声
を
拾
い
、
経
営
に
生
か
せ

大
課
制
・
グ
ル
ー
プ
制（
役
場
機
構
）の
検
証

土
砂
災
害
防
止
の
町
対
策
は

町
長 

ー 

地
域
住
民
と
の
連
携
を
強
化

定
例
会
２
日
目
に
、
５
人
の
議
員
に
よ
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容

を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
連
携
は

一　般

質　問
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橋
本

昨
年
開
催
さ
れ
た

県
内
最
大
の
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
山

形
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｃ
）
の
本
町
に
お
け

る
成
果
は
。

町
長
加
茂
水
族
館
や
羽

黒
山
な
ど
の
話
題

性
の
あ
る
庄
内
地
域
に
観

光
が
集
中
し
、
こ
こ
置
賜

は
、
７
月
の
集
中
豪
雨
や

マ
イ
マ
イ
蛾
の
発
生
な
ど

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
先

行
し
振
る
わ
な
か
っ
た
。

　

本
町
で
は
和
太
鼓
演
奏
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
公
演
や
紅

大
豆
の
振
舞
な
ど
で
も
て

な
し
た
。

　

ダ
リ
ヤ
園
の
来
場
者
で

は
目
標
の
６
万
人
に
は
達

成
し
な
か
っ
た
が
、
前
年

よ
り
は
５
・
７
パ
ー
セ
ン

ト
伸
び
た
。

橋
本

議
会
だ
よ
り
が
全

国
最
優
秀
賞
に
輝

い
た
こ
と
に
よ
り
、
全
国

か
ら
の
視
察
者
が
増
え
、

口
コ
ミ
な
ど
に
よ
り
、
広

く
川
西
町
を
ピ
ー
ア
ー
ル

で
き
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、

視
察
を
意
識
し
た
対
応
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　

例
え
ば
、
役
場
入
口
ロ

ビ
ー
に
物
産
を
展
示
、
土

産
物
の
販
売
の
一
元
化
、

宿
泊
、
食
事
の
町
内
利
用

を
進
め
る
対
応
な
ど
ど
う

考
え
る
か
。

町
長
こ
れ
ま
で
も
、
視

察
受
け
入
れ
の
際

は
、
昼
食
、
宿
泊
、
ダ
リ

ヤ
園
な
ど
の
情
報
提
供
を

し
て
き
た
。

　

政
策
観
光
化
す
る
た
め

橋
本

介
護
保
険
の
事
業

者
に
支
払
わ
れ
る

介
護
報
酬
が
平
均
２
・
27

パ
ー
セ
ン
ト
引
き
下
げ
ら

れ
る
が
、
事
業
運
営
が
圧

迫
さ
れ
、
介
護
職
員
の
不

足
な
ど
で
利
用
者
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
に
つ
な
が
ら
な

い
か
。

町
長
本
町
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
で
は

自
己
負
担
額
の
軽
減
や
介

護
保
険
料
の
抑
制
に
つ
な

が
る
。
事
業
者
に
つ
い
て

は
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め

る
こ
と
で
加
算
措
置
の
適

用
を
受
け
報
酬
の
水
準
を

維
持
で
き
る
が
、
事
業
者

に
よ
っ
て
は
減
収
と
な
る

場
合
も
あ
る
。

遠
藤

高
齢
化
が
進
む
除

雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
育
成
を
今
後
も
継
続
、

拡
充
を
図
る
べ
き
で
は
。

町
長
平
成
25
年
度
は
４

名
の
育
成
支
援
、

平
成
26
年
度
は
、
緊
急
雇

用
創
設
事
業
を
活
用
し
、

資
格
取
得
の
支
援
を
行
っ

た
が
、
今
後
も
除
雪
業
者

と
協
議
し
、
除
雪
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
育
成
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

遠
藤

美
女
木
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
内
の
道
路
は
、

冬
期
間
、
車
が
す
れ
違
え

な
い
状
況
が
毎
年
見
受
け

ら
れ
る
。
町
が
造
成
し
た

住
宅
団
地
で
あ
り
積
極
的

な
雪
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

駅
西
側
地
区
に
お
い
て
も
、

同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。

抜
本
的
対
策
と
し
て
、
地

下
水
に
よ
る
消
雪
道
路
の

新
設
、
再
整
備
や
流
雪
溝

の
設
置
を
検
討
す
べ
き
で

は
。

町
長
消
雪
設
備
や
流
雪

溝
導
入
は
、
本
町

の
場
合
様
々
な
課
題
が
あ

る
。
現
在
の
消
雪
設
備
を

継
続
し
つ
つ
、
機
械
に
よ

る
除
排
雪
作
業
の
充
実
を

図
り
、
小
松
町
内
の
冬
期

間
の
快
適
な
居
住
空
間
確

保
に
努
め
た
い
。

　

ま
た
、
26
年
度
中
に
川

西
町
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
が
策
定
予
定
で
あ
る
。

雪
対
策
を
含
む
市
街
地
整

備
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

具
現
化
に
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
。

遠
藤

現
在
、
本
町
に
は

３
カ
所
の
工
業
地

が
あ
る
が
、
積
極
的
に
企

業
誘
致
や
現
有
企
業
へ
の

支
援
、
新
た
な
工
業
地
指

定
も
必
要
で
は
。

町
長
二
井
町
工
業
集
積

地
に
お
い
て
は
、

既
存
企
業
と
の
関
連
業
種

の
立
地
対
応
の
た
め
、
企

業
立
地
促
進
法
の
重
点
区

域
と
し
て
業
種
指
定
を
含

め
追
加
指
定
し
て
い
る
。

企
業
の
意
向
な
ど
も
聞
き

な
が
ら
、
町
と
し
て
支
援

し
た
い
。
他
の
工
業
地
に

と
し
、
都
市
部
か
ら
利
用

者
を
受
け
入
れ
、
福
祉
施

設
の
誘
致
、
雇
用
の
場
の

確
保
な
ど
を
検
討
し
て
は
。

町
長
早
期
に
当
地
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
立
ち
上

げ
、
第
２
期
町
営
住
宅
地

の
開
発
、
公
共
施
設
の
張

り
付
け
な
ど
を
町
が
積
極

的
に
行
い
た
い
。
ま
た
、

看
護
師
養
成
学
校
、
臨
床

研
修
医
の
た
め
の
レ
ジ
デ

ン
ス
ハ
ウ
ス
な
ど
、
病
院

関
連
施
設
の
誘
致
も
調
査

検
討
し
た
い
。

　

さ
ら
に
、
国
が
進
め
る

お
い
て
も
既
存
企
業
の
意

向
を
把
握
し
支
援
し
た
い
。

ま
た
、
今
後
の
道
路
整
備

の
進
捗
状
況
な
ど
に
よ
る

工
業
適
地
の
再
検
討
も
課

題
と
捉
え
て
い
る
。

遠
藤

公
立
置
賜
総
合
病

院
周
辺
の
都
市
計

画
に
お
い
て
は
、
今
後
の

開
発
や
市
街
化
動
向
を
勘

案
し
、
適
切
な
時
期
に
適

切
な
用
途
地
域
の
指
定
を

す
る
と
し
て
い
る
が
、
町

が
積
極
的
、
主
導
的
に
関

与
す
べ
き
で
は
。
ま
た
、

病
院
周
辺
を
福
祉
ゾ
ー
ン

の
先
進
的
な
政
策
づ
く
り

の
た
め
、
職
員
研
修
等
を

重
ね
人
材
育
成
に
努
め
た

い
。

特
区
制
度
な
ど
も
活
用
し
、

福
祉
施
設
の
誘
致
も
含
め

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
検
討

し
た
い
。

橋本欣一 議員
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０
１
３
人

３
万
０
８
１
０
人

２
万
７
１
４
７
人

２
万
５
４
８
５
人

２
万
６
１
８
０
人

２
万
１
８
５
９
人

病院周辺を福祉ゾーンに（公立置賜総合病院）

介
護
報
酬
の
引
き
下

げ
影
響
は

山形ＤＣの成果は
町長 ー ダリヤ園の来園は５万3289人で目標の88パーセントだった

遠藤章一 議員

町
が
主
体
的
に
置
賜
総
合
病
院
周
辺
整
備
を

町
長 

ー 
公
共
施
設
の
張
り
付
け
な
ど
を
積
極
的
に
行
う

除
雪
体
制
を
充
実
せ
よ

一　般
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黒
澤

考
え
る
会
の
答
申

を
受
け
て
で
き
た

小
学
校
再
編
整
備
計
画
書

を
読
ん
だ
。
た
い
へ
ん
デ

リ
ケ
ー
ト
な
課
題
な
の
で

当
然
で
は
あ
る
が
、
論
理

的
で
美
し
い
文
書
だ
と
思

う
。
と
こ
ろ
が
、
計
画
書

は
最
低
で
も
複
式
学
級
の

解
消
こ
そ
が
本
町
の
第
一

義
的
課
題
だ
と
結
論
し
な

が
ら
、
こ
れ
を
実
現
す
る

か
否
か
は
、
東
沢
、
高
山
、

犬
川
、
玉
庭
の
各
地
の
検

討
委
員
会
の
議
論
に
ま
か

せ
る
と
し
て
い
る
。

黒
澤

新
し
い
総
合
計
画

は
、
人
口
の
減
少

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
す
べ
き

だ
と
思
う
。
そ
れ
は
人
口

　

児
童
生
徒
の
教
育
環
境

を
よ
り
豊
か
な
も
の
と
す

る
こ
と
が
教
育
委
員
会
の

最
大
の
任
務
。
子
供
の
教

育
の
最
終
責
任
は
親
に
あ

る
の
だ
か
ら
と
い
う
の
な

ら
、
１
年
に
わ
た
る
「
考

え
る
会
」
の
議
論
は
何

だ
っ
た
の
か
。

教
育
長
複
式
学
級
の
解
消

を
図
る
学
級
編
成

が
、
本
町
の
適
切
な
学
校

規
模
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
対
象
校
区
に
は
協
議

の
場
を
設
け
、
十
分
な
説

明
責
任
を
果
た
し
、
保
護

者
や
地
域
住
民
の
理
解
を

得
て
、
合
意
形
成
が
な
さ

れ
る
よ
う
努
め
る
。

黒
澤

教
育
委
員
が
ど
の

よ
う
な
姿
勢
で
、

地
区
協
議
会
と
向
き
合
う

か
は
、
今
後
の
地
域
づ
く

り
に
も
大
き
な
影
響
が
あ

る
。
今
日
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
や
学
校
支

援
本
部
事
業
は
、
地
域
か

ら
学
校
へ
と
い
う
動
き
だ

が
「
学
校
か
ら
地
域
へ
」

と
い
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
あ

り
、
協
議
会
は
そ
れ
を
ど

う
作
る
か
と
い
う
議
論
で

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
だ

と
思
う
か
ら
だ
。

町
長
２
０
６
０
年
を
目

標
と
す
る
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
こ
れ

を
踏
ま
え
た
平
成
27
年
度

か
ら
31
年
度
ま
で
の
５
年

間
の
目
標
を
つ
く
る
。
そ

の
上
で
地
方
版
総
合
戦
略

を
27
年
度
中
に
策
定
す
る

よ
う
、
国
か
ら
通
知
が

あ
っ
た
。
人
口
減
少
対
策

は
こ
れ
に
示
し
た
い
。

斉
藤

19
年
６
月
一
般
質

問
で
、
羽
前
小
松

駅
の
整
備
と
小
松
地
区
の

活
性
化
を
図
る
た
め
「
東

西
自
由
通
路
」
の
設
置
を

求
め
た
。
そ
の
結
果
、
要

望
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、

町
民
駅
と
し
て
の
実
績
と

町
長
の
決
意
、
さ
ら
に
は

「
え
き
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
こ

ま
つ
」
の
努
力
も
あ
り
、

26
年
３
月
、
羽
前
小
松
駅

は
、
全
面
改
築
さ
れ
、
新

し
い
町
の
顔
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　

本
町
の
中
心
地
で
あ
る

小
松
地
区
の
「
中
心
市
街

地
活
性
化
」
は
、
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
第
５
次
総

合
計
画
策
定
の
際
、
ま
ち

づ
く
り
の
絶
対
条
件
と
な

る
「
東
西
自
由
通
路
」
の

建
設
並
び
に
本
庁
舎
な
ど

の
公
共
施
設
再
編
整
備
計

画
を
し
っ
か
り
と
盛
り
込

む
こ
と
を
求
め
る
。

町
長
現
在
、
川
西
町
中

心
市
街
地
活
性
化

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

小
松
地
区
中
心
市
街
地
の

活
性
化
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

委
員
会
で
は
、
東
西
地

域
の
交
流
を
促
進
す
る
こ

と
は
、
不
可
欠
で
あ
り
、

ア
ク
セ
ス
機
能
の
整
備
は
、

必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
東
西
自
由
通
路

に
固
執
す
る
も
の
で
は
な

く
、
南
北
踏
切
な
ど
の
拡

幅
整
備
の
手
法
な
ど
を
含

め
、
様
々
な
可
能
性
を
研

究
す
べ
き
段
階
に
入
っ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。「
東

西
自
由
通
路
」
の
整
備
は
、

用
地
の
確
保
や
経
費
の
面

か
ら
早
急
に
整
備
を
行
う

こ
と
は
、
困
難
で
あ
り
、

第
５
次
総
合
計
画
へ
の
反

映
も
慎
重
に
判
断
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

斉
藤

国
は
、
27
年
度
地

方
財
政
対
策
を
明

ら
か
に
し
た
。
そ
の
中
で
、

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策

の
推
進
と
し
て
、
「
公
共

施
設
等
最
適
化
事
業
費
」

を
１
０
０
０
億
円
計
上
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

た
だ
し
、
そ
の
事
業
は
、

転
用
後
の
施
設
が
公
共
施

設
、
公
営
企
業
施
設
は
除

く
と
な
っ
て
お
り
、
今
回

の
国
の
財
政
措
置
は
、
本

町
の
公
共
施
設
再
編
整
備

に
生
か
せ
る
の
か
。
ま
た
、

こ
の
財
政
措
置
が
該
当
し

な
け
れ
ば
、
国
に
対
し
て

「
複
合
施
設
化
」
も
対
象

に
「
合
併
し
な
い
自
治

体
」
の
緊
急
課
題
と
し
て

財
政
措
置
を
求
め
る
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長
公
共
施
設
の
集
約

化
、
複
合
化
に
つ

い
て
は
、
庁
舎
施
設
と
他

の
施
設
と
の
エ
リ
ア
分
け

や
面
積
配
分
を
含
め
調
整

を
図
る
と
共
に
、
過
疎
対

策
事
業
債
や
緊
急
防
災
・

減
災
事
業
債
な
ど
他
の
起

債
（
借
入
金
）
も
研
究
し
、

有
効
な
財
源
確
保
に
向
け

取
り
組
む
。

　

財
政
措
置
と
し
て
の
起

債
発
行
期
間
は
限
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
に

対
し
て
期
間
の
延
長
や
地

方
財
政
措
置
の
充
実
を
継

続
し
て
要
望
す
る
。

そ
の
他

「
子
ど
も
・
子

育

て

支

援

制

度
」
の
充
実
を
求
め
た
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
教
育
基
本
法
17
条

の
「
教
育
振
興
基
本
計

画
」
に
も
、
複
式
解
消
の

結
論
を
書
き
こ
む
こ
と
と

な
る
か
。

教
育
長
そ
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
。

の
減
少
の
マ
イ
ナ
ス
面
ば

か
り
見
る
の
で
は
な
く
、

や
む
を
得
ぬ
こ
と
と
し
て

受
け
入
れ
、
そ
の
時
に
施

策
を
ど
の
よ
う
に
シ
フ
ト

す
る
か
を
準
備
す
る
と
い

う
意
味
だ
。
議
会
は
、
施

設
は
可
能
な
限
り
複
合

化
・
多
機
能
化
せ
よ
と
申

し
上
げ
て
い
る
。
そ
の
方

が
節
約
で
き
る
と
い
う
よ

り
も
、
人
口
減
社
会
に
は

よ
り
合
理
的
・
効
率
的
な

斉藤智志 議員

複式学級の解消が施策の目的か（東沢小学校）羽前小松駅、建設が待たれる夢のかけ橋（東西自由通路）

黒澤　巖 議員

複
式
学
級
の
解
消
が
学
区
再
編
の
目
的
か

教
育
長 

ー 
そ
の
と
お
り
。
合
意
形
成
に
最
大
限
努
め
る

公
共
施
設
の
再
編
整
備
・

国
の
制
度
を
活
用
す
べ
き

次
期
総
合
計
画
、
人
口

減
少
が
キ
ー
ワ
ー
ド
だ

小松駅に「東西自由通路」は必要
町長 ー 財政面で早急な整備は困難
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子
ど
も
・
子
育
て
新
制

度
の
実
施
に
伴
い
、
保
育

所
・
幼
稚
園
そ
の
他
の
幼

児
施
設
の
利
用
負
担
を
定

め
る
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。

　

新
た
な
制
度
で
は
、
町

に
「
保
育
の
必
要
性
」
の

認
定
を
申
請
し
、
認
定
証

の
交
付
を
受
け
る
。
幼
稚

園
の
場
合
で
も
、
申
し
込

み
先
の
園
を
通
じ
て
認
定

　

条
例
の
趣
旨
を
さ
ら
に

　

27
年
度
は
、
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
多
数
抱
え
る

　

新
し
い
保
険
料
の
基
準

額
は
、
月
５
４
０
０
円
で

１
２
０
０
円
の
引
き
上
げ

と
な
っ
た
。
ま
た
、
１
号

被
保
険
者
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
新
た
に
「
標
準
９

段
階
」
と
し
、
下
表
左
の

「
５
」
を
基
準
と
し
て
所

得
に
よ
っ
て
負
担
割
合
を

定
め
る
。
ま
た
、
低
所
得

者
へ
の
配
慮
と
し
て
、
保

険
料
軽
減
割
合
が
拡
大
さ

れ
る
。

　

介
護
給
付
事
業
の
重
点

課
題
と
し
て
、
地
域
支
援

と
在
宅
医
療
と
介
護
連
携

事
業
の
推
進
、
さ
ら
に
は
、

認
知
症
施
策
の
推
進
と
生

活
支
援
体
制
の
整
備
に
係

る
事
業
費
を
見
込
ん
で
い

る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
本
町
の

保
険
料
は
、
置
賜
で
中
位

と
な
っ
た
。（
参
考
・
26

年
度
ま
で
は
一
番
安
か
っ

た
）賛

成
多
数
に
よ
り
可
決

（
反
対
１
人
）

を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。

　

今
回
の
条
例
は
、
新
制

度
の
実
施
主
体
で
あ
る
町

が
、
そ
の
保
育
料
を
定
め

た
も
の
で
、
幼
稚
園
の
保

育
料※

も
、
保
育
所
の
ケ
ー

ス
同
様
に
保
護
者
の
所
得

に
ス
ラ
イ
ド
す
る
制
度
と

な
る
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

置賜３市５町の介護保険料基準額比較
第４期 第５期 第６期 ５期と６期の差額

川西町 4,040円 4,200円 5,400円 1,200円

米沢市 4,075円 5,225円 5,750円 525円

南陽市 3,800円 4,700円 5,400円 700円

高畠町 3,400円 4,700円 5,300円 600円

長井市 4,292円 4,617円 5,640円 1,023円

小国町 4,217円 4,625円 5,311円 686円

白鷹町 3,550円 4,381円 5,148円 767円

飯豊町 4,150円 5,290円 6,895円 1,605円

川西町介護保険料比較
平成27～29年度（第６期）

段階 割合 保険料

1 0.5 2700円

2 0.75 4050円

3 0.75 4050円

4 0.9 4860円

5 1 5400円

6 1.2 6480円

7 1.3 7020円

8 1.5 8100円

9 1.7 9180円

思
い
出
が
い
っ
ぱ
い

　

３
月
25
日
に
行
わ
れ
た
、

北
斗
幼
稚
園
（
大
塚
）
の

卒
園
式
の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト

で
す
。

　

入
園
か
ら
今
ま
で
の
、

い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
の
思

い
出
を
、
ア
ル
バ
ム
を
見

な
が
ら
語
り
合
っ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
た

な
ス
タ
ー
ト
に
、
胸
を
は

ず
ま
せ
な
が
ら
語
り
合
う

瞳
は
純
粋
そ
の
も
の
、
キ

ラ
キ
ラ
し
た
光
を
放
っ
て

い
ま
す
。
い
つ
し
か
私
た

ち
が
忘
れ
て
い
た
輝
き
で

す
。

　

小
学
校
に
入
っ
て
か
ら

も
大
き
な
夢
を
持
っ
て
、

輝
き
続
け
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

その他の条例・議決状況
条例内容 議決の内容

川西町行政手続条例の一部を改正する条
例の制定について 全員賛成により可決

川西町教職員住宅設置及び管理条例を廃
止する条例の設定について 全員賛成により可決

川西町介護予防事業、地域密着型サービ
ス事業等の人員・設備・運営に関する条
例の設定について（関連2条例）

全員賛成により可決

川西町介護保険条例の一部を改正する条
例の制定について 全員賛成により可決

川西町地域包括支援事業の実施基準を定
める条例の設定について 全員賛成により可決

川西町営住宅管理条例の一部を改正する
条例の制定について 全員賛成により可決

川西町町有牛貸付管理条例の一部を改正
する条例の制定について 全員賛成により可決

川西町庁舎建設基金の制定について 全員賛成により可決

川西町一般職の職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例の制定について 全員賛成により可決

具
現
化
し
、
商
工
業
者
の

振
興
発
展
に
資
す
る
た
め
、

川
西
町
商
工
業
経
営
近
代

化
育
成
基
金
の
設
置
、
管

理
及
び
処
分
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
し
、
貢

献
さ
れ
た
人
を
顕
彰
す
る

も
の
で
あ
る
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

こ
と
と
な
っ
た
た
め
「
財

政
調
整
基
金
」
を
取
り
崩

す
な
ど
を
行
い
、
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

う
し
た
状
況
か
ら
、
特
別

職
の
報
酬
を
一
年
間
減
額

す
る
条
例
が
提
案
さ
れ
た
。

　

減
額
す
る
報
酬
は
、
月

額
、
町
長
８
万
４
０
０
０

円
、
副
町
長
３
万
３
５
０

０
円
、
教
育
長
２
万
９
２

５
０
円
と
な
る
。

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

（
反
対
４
人
）

※小松幼稚園の保育料は、本年度は新制度に移行しないため従来どお
りとなる。

健康で長生きが「介護会計」にも一番

「新制度」がこの子たちの未来をより豊かにする

条　例
子育て支援の新制度がスタート

幼稚園に大きな変化が

商
工
業
者
を
表
彰

保
育
料
・

　

所
得
に
ス
ラ
イ
ド

特
別
職
の
報
酬
減
額

介
護
保
険
料
改
定
・
置
賜
で
は
中
位
と
な
る

月
額
５
４
０
０
円
に

標
準

表
紙
の
写
真

　

事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
介
護
報
酬
を
２
・

27
％
引
き
下
げ
、
１
号
被
保
険
者
（
65
歳

以
上
の
高
齢
者
）
の
負
担
割
合
を
１
％
引

き
上
げ
る
こ
と
を
主
な
骨
子
と
し
た
介
護

保
険
制
度
の
改
正
を
受
け
、
第
６
期
と
な

る
町
の
介
護
保
険
料
が
改
定
さ
れ
る
。

町
立
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会計別 歳入歳出予算 議決の内容

一般会計（第9号） 99億7000万円
（9500万円を追加補正） 全員賛成により可決

一般会計（第10号） 99億8880万円
（1879万円を追加補正） 全員賛成により可決

一般会計（第11号） 100億9795万円
（1億914万円を追加補正）

賛成多数により可決
（反対1人）

介護保険事業特別会計 17億6609万円
（2003万円を追加補正） 全員賛成により可決

後期高齢者医療特別会計 1億5704万円
（113万円を追加補正） 全員賛成により可決

　

町
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法
（
平
成
26
年
11
月
21

日
成
立
）
に
基
づ
く
、
国

の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総

合
戦
略
策
定
を
受
け
、
そ

の
支
援
策
と
し
て
交
付
金

が
創
生
さ
れ
、
町
で
は
そ

れ
を
受
け
て
事
業
を
行
う

こ
と
に
し
た
。

　

国
は
、
自
治
体
に
対
し

て
27
年
度
中
に
５
カ
年
の

地
方
版
総
合
戦
略
を
策
定

す
る
よ
う
求
め
て
お
り
、

そ
の
事
業
に
対
し
て
交
付

金
を
交
付
す
る
が
、
27
年

度
に
つ
い
て
は
26
年
度
の

補
正
予
算
で
対
応
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

交
付
金
は
「
地
域
活
性

化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊

急
支
援
交
付
金
」
と
名
付

け
ら
れ
、
本
町
に
は
８
５

１
１
万
２
０
０
０
円
が
交

付
さ
れ
る
。

　

交
付
金
は
２
タ
イ
プ
が

　

今
冬
の
累
積
積
雪
深
は

８
ｍ
31
で
、
昨
年
に
続
く

豪
雪
と
な
っ
た
。（
こ
れ

ま
で
の
最
高
は
平
成
12
～

13
年
の
10
ｍ
01
）

　

特
に
12
月
初
め
の
降
雪

は
そ
の
ま
ま
根
雪
に
な
る

　

６
次
産
業
化
拠
点
施
設

は
、
公
設
民
営
を
基
本
と

し
、
運
営
母
体
を
指
定
管

理
者
に
指
定
し
て
運
営
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

運
営
母
体
は
、
株
式
会
社

と
し
、
町
民
の
出
資
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
説
明
会
等
に

お
い
て
、
町
民
か
ら
経
営

参
画
に
対
し
て
不
安
視
す

る
意
見
が
あ
っ
た
。

　

町
は
６
次
産
業
化
推
進

基
本
計
画
に
基
づ
い
て
、

町
が
主
導
し
て
拠
点
施
設

整
備
を
進
め
て
き
た
経
緯

か
ら
、
運
営
母
体
（
株
式

会
社
か
わ
に
し
森
の
マ
ル

シ
ェ
）
に
対
し
て
、
町
と

し
て
出
資
金
１
５
０
万
円

の
資
本
参
加
を
行
う
こ
と

と
し
、
積
極
的
に
運
営
に

参
画
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

６
次
産
業
化
拠
点
施
設

整
備
事
業
出
資
金
に
つ
い

て
、
こ
の
事
業
は
公
設
民

営
的
な
運
営
と
認
識
し
て

お
り
、
ま
ず
一
般
か
ら
の

出
資
優
先
と
認
識
し
て
い

た
。
し
か
し
、
ま
だ
議
決

さ
れ
て
い
な
い
補
正
予
算

で
町
が
出
資
金
を
拠
出
す

る
と
い
う
こ
と
で
は
議
会

軽
視
で
あ
る
。

　

ま
た
、
は
じ
め
か
ら
、

町
か
ら
の
出
資
あ
り
き
で

は
順
番
が
逆
で
あ
り
、
適

正
な
出
資
比
率
の
維
持
も

難
し
い
。

　

出
資
金
募
集
中
の
現
時

点
の
予
算
計
上
は
適
当
で

は
な
い
。

　

６
次
産
業
化
拠
点
施
設

の
運
営
母
体
は
、
町
と
し

て
町
報
や
各
地
区
説
明
会

等
を
通
じ
、
町
民
か
ら
の

出
資
を
募
り
進
め
て
い
く

と
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。

会
社
設
立
説
明
会
で
は
、

「
資
本
金
が
十
分
で
な

い
」、「
新
会
社
の
役
員
に

な
る
に
は
責
任
が
重
く
戸

惑
う
」
等
の
意
見
が
出
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
町
が
積

極
的
な
支
援
、
関
わ
り
が

必
要
と
判
断
し
た
も
の
と

言
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

拠
点
施
設
の
万
全
な
運
営

準
備
が
進
む
こ
と
を
念
頭

に
入
れ
た
補
正
予
算
で
あ

り
賛
成
で
あ
る
。

と
い
う
大
雪
で
、
除
雪
機

械
は
フ
ル
稼
働
と
な
り
、

町
の
除
雪
費
も
増
額
さ
れ

た
。
２
月
補
正
で
８
０
０

０
万
円
、
３
月
補
正
で
１

２
０
０
万
円
を
追
加
し
、

除
雪
費
予
算
の
総
額
は
２

億
２
８
５
０
万
円
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
の
最
高
額
と
な

る
。

あ
る
。
地
域
消
費
喚
起
・

生
活
支
援
型
は
、
地
方
公

共
団
体
が
実
施
す
る
消
費

喚
起
策
や
こ
れ
に
直
接
効

果
を
有
す
る
生
活
支
援
策

に
交
付
す
る
も
の
。
地
方

創
生
先
行
型
は
、
地
方
公

共
団
体
に
よ
る
地
方
版
総

合
戦
略
の
早
期
か
つ
有
効

な
策
定
と
、
こ
れ
に
関
す

る
優
良
施
策
等
の
実
施
に

対
し
て
交
付
す
る
も
の
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
交
付
金
に

係
る
実
施
計
画
書
に
つ
い

て
、
国
の
総
合
戦
略
が
定

め
る
政
策
分
野
に
基
づ
き

実
施
事
業
を
設
定
し
、
国

の
創
生
本
部
と
調
整
が
行

わ
れ
た
。

　

交
付
金
事
業
は
繰※

越
明

許
で
全
て
27
年
度
に
実
施

さ
れ
る
。

地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金実施事業
１　地域消費喚起・生活支援型　　4467万1千円

事業名 事業内容 事業費 交付金充当額

景気浮揚対策 プレミアム商品券の発行。助成率20% 2031万円 2000万円

プレミアム付き宿泊券 プレミアム宿泊券の発行。助成率40% 6190万円 500万円

低所得世帯生活支援 非課税世帯負担軽減のため商品券を発行 1044万円 1010万円

子育て支援生活支援 子育て世帯の負担軽減のため商品券を発行 590万円 590万円

地域子育て支援 誕生祝いに利用券を発行 406万円 367万円

２　地方創生先行型　　4044万1千円

地方版総合戦略策定 策定費用 521万円 500万円

就農支援･6次産業化 新規就農、新作物導入、農産加工等 2343万円 1544万円

定住・移住推進 移住のための環境整備、賃貸住宅支援 1750万円 1700万円

地域子育て支援 子育てに関する情報サイト構築等 308万円 300万円

合　　計 9614万円 8511万円

※繰越明許　年度内に予定していた事業が終わらず、予算を次年度へ
繰越して事業を完成させること。議会の承認を必要とする。

平成26年度補正予算（９、10、11号）の主な内容
（歳　出）

除雪費（第9号） 8000万円

除雪費（第11号） 1200万円

バス路線維持対策（中街道） 245万円

地域活性化生活等緊急支援交付金事業 9614万円

（歳　入）

地方交付税 444万円

国庫支出金（地域活性化生活等緊急支援交付金） 8511万円

財政調整基金繰入金 1億2287万円

除雪負担金 1000万円 この冬も除雪機械はフル稼働

補　正

予　算
　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
補
正
予
算
は

３
月
定
例
会
で
第
10
号
、
第
11
号
の
２
件

の
提
案
が
あ
っ
た
。
ま
た
そ
れ
に
先
だ
っ

て
２
月
３
日
に
臨
時
会
を
開
き
、
第
９
号

の
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、
今
冬
の
大
雪

に
よ
る
除
雪
費
等
が
審
議
さ
れ
た
。

平成26年度各会計補正予算

除雪費 最高額に
除
雪
費
過
去
最
高

額
を
更
新

６
次
拠
点
運
営
母

体
に
町
が
１
５
０

万
円
を
出
資

橋本欣一 
議員

反対賛成
加藤俊一 

議員

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）で

討
論
が
あ
り
ま
し
た

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法

先
行
し
て
交
付
金

消
費
喚
起
策
や
生

活
支
援
に
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◎
集
団
的
自
衛
権
行
使
に

反
対
す
る
意
見
書
提
出
に

つ
い
て
の
請
願

《
所　

管
》

総
務
文
教
常
任
委
員
会

《
請
願
者
》

平
和
憲
法
を
守
り
、
社
会
保

障
を
よ
く
す
る
川
西
の
会

　
　
　

代
表　

平　

隆
雄

《
紹
介
議
員
》

　
　
　
　
　

斉
藤　

智
志

◦
横
　
山
　
　
昇（
再
任
）

　

川
西
町
大
字
小
松

　

同
氏
の
任
期
が
平
成
27
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
満
了
と

な
る
た
め
、
議
会
の
同
意
を
求
め
選
任
す
る
も
の
。

全
員
賛
成
で
同
意

こ
れ
ま
で
の
政
府
見
解
を

覆
し
、
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
の
閣
議
決
定
を
行

い
、「
戦
争
の
で
き
る
国
」

へ
の
道
を
開
こ
う
と
し
て

い
る
。

　

以
上
の
趣
旨
か
ら
、
次

の
３
点
に
つ
い
て
請
願
が

提
出
さ
れ
た
。
①
閣
議
決

定
を
撤
回
す
る
こ
と
。
②

立
法
措
置
を
行
わ
な
い
こ

と
。
③
憲
法
９
条
を
生
か

す
こ
と
。

《
審
査
の
経
過
》

　

所
管
の
委
員
会
で
は
、

３
定
例
会
に
わ
た
り
、
慎

重
審
議
し
て
き
た
。
こ
の

た
び
の
審
査
は
、
議
会
議

員
改
選
の
た
め
、
実
質
的

に
最
後
の
審
査
と
な
る
。

　

採
決
な
し
で
は
請
願
者

の
意
思
に
反
す
る
も
の
で

あ
る
と
、
議
決
を
求
め
る

意
見
も
あ
っ
た
が
、
賛
成

少
数
で
議
決
に
至
ら
な

か
っ
た
。

　

国
の
政
策
も
確
定
的
で

な
く
、
状
況
把
握
の
た
め

に
審
議
未
了
と
し
、
継
続

審
査
の
議
決
と
な
っ
た
。

　

３
月
の
議
会
傍
聴
に
お

伺
い
し
た
の
は
議
会
定
例

会
最
終
日
で
し
た
。
役
場

に
用
事
が
あ
り
議
場
近
く

を
通
っ
た
事
は
あ
る
も
の

の
、
入
室
す
る
の
は
初
め

て
で
し
た
の
で
多
少
緊
張

し
な
が
ら
足
を
運
び
ま
し

た
。
す
で
に
審
議
が
始

ま
っ
て
お
り
、
活
発
な
意

見
あ
り
、
辛
口
な
意
見
あ

り
と
大
変
刺
激
的
な
光
景

で
し
た
。

　

よ
く
よ
く
考
え
て
み
れ

ば
川
西
町
に
生
ま
れ
育
ち

暮
ら
し
て
ま
も
な
く
50
年
。

や
れ
豪
雪
だ
、
や
れ
盆
地

で
猛
暑
だ
と
ぼ
や
き
つ
つ

も
こ
の
先
も
き
っ
と
住
み

続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
私
た
ち
の
川
西
町

の
未
来
を
決
め
て
い
く
大

事
な
議
会
で
す
が
、
モ
ニ

タ
ー
を
お
引
き
受
け
し
て

お
き
な
が
ら
足
を
運
ぶ
事

は
な
か
な
か
で
き
な
い
で

お
り
ま
し
た
。
本
来
な
ら

私
達
の
代
表
の
方
々
が
町

の
未
来
予
想
図
を
ど
の
よ

う
に
描
こ
う
と
し
て
い
る

の
か
を
見
届
け
る
べ
き
な

の
で
し
ょ
う
。

　

権
利
ば
か
り
を
主
張
し

て
町
民
の
義
務
を
怠
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
身
近

な
議
会
だ
よ
り
に
よ
く
目

を
通
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
し
た
。
今
回
は
、
貴
重

な
体
験
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

１
月
16
日
、
川
西
町
商

工
会
と
産
業
厚
生
常
任
委

員
会
と
の
意
見
交
換
会
を

行
っ
た
。

　

商
工
会
か
ら

①
町
予
算
の
農
林
水
産
業

費
と
商
工
業
費
の
割
合
の

違
い

②
人
口
減
少
対
策
に
つ
い

て③
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に

つ
い
て

④
町
職
員
給
与
の
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
に
つ
い
て

の
問
題
提
起
が
あ
り
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

①
の
予
算
の
割
合
に
つ
い

て
は
、
農
林
水
産
業
費
は

５
億
５
千
万
程
度
。
内
容

は
ほ
と
ん
ど
補
助
金
。
商

工
業
費
は
４
億
円
程
度
あ

る
が
、
ま
ど
か
の
工
事
費

が
３
億
円
ほ
ど
。
残
り
１

億
円
が
商
工
業
費
に
な
る
。

②
の
人
口
減
少
対
策
で
は

医
療
費
無
料
化
、
住
宅
支

援
な
ど
、
子
育
て
支
援
に

力
を
入
れ
る
べ
き
。

③
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

で
は
、
27
年
分
に
つ
い
て

は
現
時
点
で
は
要
望
し
な

い
が
、
状
況
を
見
て
要
望

す
る
と
の
意
見
が
あ
り
、

議
会
か
ら
は
、
事
業
は
継

続
す
べ
き
、
町
民
全
体
が

活
用
で
き
る
仕
組
み
を
考

え
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。

④
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

に
つ
い
て
は
、
年
齢
構
成

な
ど
に
よ
る
も
の
で
高
い

数
値
が
で
た
と
思
わ
れ
る
。

今
後
精
査
し
て
い
き
た
い

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

２
月
10
日
、
閉
会
中
の

所
管
事
務
調
査
を
行
っ
た
。

「
あ
す
の
川
西
町
の
小
学

校
を
考
え
る
協
議
会
」
か

ら
の
答
申
を
得
て
、
川
西

町
立
小
学
校
再
編
整
備
計

画
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

児
童
数
が
減
少
し
続
け

て
お
り
、
平
成
33
年
に
は

現
在
よ
り
１
５
０
人
減
少

の
見
込
み
で
（
６
１
６

人
）、
27
年
以
降
新
入
児

童
が
１
、
２
人
の
学
校
も

あ
り
、
５
年
後
に
は
全
校

児
童
数
が
20
人
以
下
と
な

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

子
供
た
ち
の
教
育
環
境

の
向
上
を
優
先
し
、
当
面

１
学
年
１
学
級
以
上
（
複

式
学
級
の
解
消
）
の
編
成

を
適
切
な
学
校
規
模
と
す

る
。
今
後
お
お
む
ね
10
年

以
内
に
、
８
校
の
小
学
校

を
４
校
な
い
し
５
校
の
配

置
と
な
る
よ
う
進
め
て
い

く
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

学
校
は
地
域
づ
く
り
の

中
心
で
あ
り
、
地
域
づ
く

り
の
観
点
か
ら
の
学
校
配

置
を
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
、
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

《
請
願
の
趣
旨
》

　

集
団
的
自
衛
権
は
、
日

本
が
直
接
攻
撃
を
受
け
て

い
な
い
の
に
、
同
盟
国
や

親
密
な
国
が
攻
撃
を
受
け

た
場
合
、
連
携
し
て
武
力

で
反
撃
す
る
行
為
で
あ
り
、

憲
法
９
条
で
固
く
禁
止
し

て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
歴
代
内
閣

は
、「
憲
法
９
条
の
下
で

は
、
海
外
で
の
武
力
行
使

は
許
さ
れ
な
い
」
と
の
見

解
を
堅
持
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
安
倍
内
閣
は
、

「再編計画」が結論となる訳ではない

さらに一工夫が求められている

継
　
　
続

請　願

集
団
的
自
衛
権
行
使
反
対

審
議
未
了

川
西
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

人　事

広報モニターから

ひとこと⑧
東沢　須貝よし子 さん

総
務
文
教
常
任
委
員
会

小
学
校
の
学
区
再
編
の
計
画
が
明
ら
か
に

産業厚生常任委員会

プレミアム商品券　今後も継続を
委員会
レポート
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川
西
町
の
水
道
料
金
が

改
定
（
値
上
げ
）
さ
れ
た

の
は
、
最
近
で
は
平
成
20

年
の
こ
と
。
そ
の
前
は
平

成
３
年
で
あ
っ
た
か
ら
17

年
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
19
年

度
決
算
を
み
る
と
、
純
損

益
５
億
３
９
１
０
万
円
の

赤
字
、
累
積
欠
損
金
は
７

億
６
２
６
０
万
円
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
こ
の
年
に

地
方
公
営
企
業
法
の
定
め

に
従
い
、
経
営
健
全
化
計

画
を
策
定
し
、
10
年
間
で

な
ん
と
か
克
服
し
よ
う
と

い
う
段
取
り
と
な
っ
た
。

　

い
わ
ば
値
上
げ
決
議
の

代
わ
り
に
策
定
し
た
計
画

書
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
計
画
書
は
、
当
面
の

借
金
返
済
を
減
ら
す
た
め
、

資
本
費
平
準
化
債
に
借
り

換
え
た
り
、
経
営
危
機
の

最
大
要
因
で
あ
っ
た
設
備

投
資
を
、
維
持
管
理
分
の

み
に
限
る
と
す
る
な
ど
徹

底
し
た
経
費
抑
制
型
の
再

建
計
画
で
あ
っ
た
。
29
年

度
ま
で
の
収
支
想
定
も
な

さ
れ
、
23
・
24
年
度
に
は
、

と
り
あ
え
ず
の
資
金
不
足

は
解
消
で
き
る
は
ず
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121415

議　　員　　名

橋
本
　
欣
一

遠
藤
　
章
一

斉
藤
　
智
志

髙
橋
　
建
一

黒
澤
　
　
巖

髙
橋
　
照
夫

淀
　
　
秀
夫

加
藤
　
俊
一

島
貫
德
右
エ
門

髙
橋
　
　
忠

金
子
　
一
郎

佐
々
木
賢
一

髙
梨
　
勇
吉

齋
藤
　
修
一

議第２号 平成26年度川西町一般会計補正予算（第10号） × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第５号 平成27年度川西町一般会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第６号 平成27年度川西町国民健康保険事業特別会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第９号 平成27年度川西町介護保険事業特別会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第10号 平成27年度川西町後期高齢者医療特別会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第27号 川西町特別職の職員の給与に関する条例及び川西町教育
長の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例設定に
ついて

× ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　町提出議案27件、請願審査１件、議員発議２件。○は賛成、×は反対　議長は賛否に加わらない。
　その他の議案は全員賛成。

年月 件数 金額 内容

26年10月 5 24,672 置賜地方議長会・局長会ほか

11月 2 14,935 東京川西会交流会ほか

12月 2 10,000 消防団幹部新年会ほか

27年 1月 3 20,000 川西町建設業協会新年会ほか

年月 件数 金額 内容

27年 2月 0 0

3月 1 5,000 東北中央自動車道利活用勉強交流会

下半期合計 13 74,607

全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ

り
、「
議
員
在
職
15
年
以

上
」
の
自
治
功
労
者
と
し

て
　
　
　

髙
橋　

照
夫
議
員

　
　
　

黒
澤　
　

巖
議
員

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

山
形
県
町
村
議
会
議
長
会

よ
り
、「
議
員
在
職
11
年

以
上
」
の
自
治
功
労
者
と

し
て

　
　
　

髙
橋　

建
一
議
員

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

山
形
県
町
村
議
会
議
長
会

よ
り
、「
議
員
在
職
23
年

以
上
」
の
自
治
功
労
者
と

し
て

　
　
　

佐
々
木
賢
一
議
員

　
　
　

金
子　

一
郎
議
員

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
な

か
な
か
容
易
で
な
い
事
態

と
な
っ
て
い
る
。
人
口
の

減
少
で
水
の
需
要
が
減
っ

た
上
に
、
川
西
町
の
水
道

水
は
す
べ
て
県
企
業
局
か

ら
仕
入
れ
た
も
の
で
、
責

任
水
量
（
基
本
料
金
の
よ

う
な
も
の
）
を
減
ら
し
て

も
ら
っ
た
り
、
工
夫
は
し

て
い
る
も
の
の
、
単
価
を

下
げ
る
こ
と
は
自
力
で
は

で
き
な
い
。
試
み
に
計
算

す
る
と
、
１
㎥
あ
た
り
２

１
９
円
で
仕
入
れ
、
２
６

０
円
で
売
る
と
い
う
商
売

に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り

利
幅
が
な
さ
す
ぎ
る
の
だ
。

　

毎
年
、
古
い
管
の
交
換

な
ど
の
工
事
は
、
直
接
一

般
会
計
か
ら
資
本
金
の
形

で
注
入
し
、
工
事
費
に
充

て
る
と
い
う
こ
と
が
続
き
、

健
全
化
計
画
と
の
差
も
大

き
く
な
っ
て
い
る
。

　

計
画
の
見
直
し
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
さ
ら
に
抜
本

的
な
支
援
が
必
要
な
の
で

は
な
い
か
。
川
西
の
水
は

前
途
多
難
だ
。

水窪ダム
綱木川ダム

笹野浄水場

広域水道のしくみ

導水管
着水井

沈でん池

浄水池

水管橋

家庭

配水池

かくはん池

ろ過池

排泥池

濃縮槽

天日乾燥床

ブロック形成池

県の仕事の範囲

川西の「水」に不平はないが

追　
跡 あれから……

どうなった！
川
西
の「
水
」を
ど
う
に
か
し
ね
ど

３月定例会の議決状況
議会基本条例の規定により各議員の議案に対する賛否状況を報告する。

議長交際費（議会活性化の一環として公開）
４月から９月までは、10月15日号で公開済み

お
め
で
と
う
自
治
功
労
者
表
彰

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

山
形
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　

「
湯
水
の
よ
う
に
使
う
」
と
い
う
た
と

え
が
あ
る
よ
う
に
水
は
安
い
物
の
代
名
詞

で
あ
る
。
し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
川
西
町

の
水
道
料
金
は
安
く
は
な
い
。
県
内
で
も

高
い
方
に
ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
て
お
り
、
議

会
で
も
た
び
た
び
議
論
を
呼
ん
で
き
た
。

し
か
も
、
そ
の
川
西
町
の
「
水
」
が
た
い

へ
ん
な
こ
と
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

経
営
健
全
化
計
画
を
策
定

高
い
原
価
が
ネ
ッ
ク
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議会傍聴においでください
定例会本会議は
ＮＣＶ、インターネットでご覧になれます

まちの未来が見える （３月定例会の傍聴者は31人）

次の定例会は６月

　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、

41
都
道
府
県
２
３
４
町
村

の
議
会
だ
よ
り
の
応
募
が

あ
っ
た
。

 

４
人
の
審
査
員
に
よ
り
、

１
次
審
査
、
２
次
審
査
を

経
て
上
位
作
品
を
入
選
候

補
と
し
、
各
紙
の
特
徴
と

編
集
体
制
、
編
集
技
術
を

比
較
検
討
し
て
、
最
優
秀

賞（
１
紙
）、
優
秀
賞（
３

紙
）、
優
良
賞（
６
紙
）が

選
ば
れ
た
も
の
。

　
「
か
わ
に
し
議
会
だ
よ

り
第
１
１
７
号
」は
、
高

い
評
価
を
受
け
、
念
願
の

最
優
秀
賞
受
賞
と
な
っ
た
。

　

町
議
会
で
は
、
わ
か
り

や
す
い
、
読
み
や
す
い
議

会
だ
よ
り
を
目
指
し
、
表

紙
、
紙
面
の
一
新
を
図
っ

　

縦
書
き
２
段
組
の
リ
ー

ド
、
１
行
の
文
字
数
が
少

な
い
た
め
ゆ
と
り
の
あ
る

　

２
Ｐ
か
ら
は
じ
ま
る

「
提
言
書
」紙
面
は
、
提
言

の
概
要
、
提
言
の
流
れ
、

各
提
言
の
詳
細
等
、
住
民

に
分
か
り
や
す
い
編
集
と

表
現
が
施
さ
れ
て
い
る
。

各
紙
面
に
住
民
が
多
く
登

場
し
、
訴
求
力
の
あ
る
紙

面
と
な
っ
て
い
る
。
議
員

の
様
々
な
活
動
が
住
民
に

分
か
る
議
会
報
と
な
っ
て

い
る
。
紙
面
全
体
を
通
し

て
総
合
的
な
ス
キ
ル
が
高

く
、
住
民
視
点
で
の
紙
面

編
集
を
高
く
評
価
し
た
い
。

（「
地
方
議
会
人
」よ
り
抜
粋
）

　

巻
頭
特
集
と
し
て「
初

め
て
の
政
策
提
言
書
を
提

出　

一
年
後
に
検
証
・
評

価
を
行
う
」は
、
議
会
の

機
能
発
揮
と
存
在
意
義
を

示
し
、
テ
ー
マ
の
重
要
さ

が
伝
わ
る
構
成
と
な
っ
て

い
る
。
紙
面
に
メ
リ
ハ
リ

が
あ
り
、
見
る
人
に
次

ペ
ー
ジ
を
開
く
期
待
感
が

あ
る
ペ
ー
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン

も
い
い
。
具
体
的
で
的
確
、

議
会
の
立
場
が
鮮
明
な
見

出
し
、
読
み
や
す
く
分
か

り
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
も

訴
求
力
が
あ
る
。「
私
も
ひ

と
こ
と
」「
町
民
の
声
」の

住
民
登
場
も
好
企
画
だ
。

　

わ
か
り
や
す
く
、
読
者

の
参
加
意
識
を
促
す
数
少

な
い
広
報
紙
だ
。
企
画
・

編
集
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど

ど
れ
を
と
っ
て
も“
誰
が

読
む
の
か
”と
い
う
こ
と

が
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い

る
。
意
見
交
換
会
を
起
点

と
し
た
政
策
提
言
も
、
議

会
活
動
と
広
報
・
広
聴
の

あ
り
方
を
先
進
的
に
示
し

て
い
る
。
議
会
改
革
と
広

報
の「
対
話
力
」を
兼
ね
備

え
た
広
報
紙
は
あ
ま
り
見

あ
た
ら
な
い
の
で
、
更
な

る
進
化
を
期
待
す
る
。

て
き
た
。
ま
た
文
章
、
写

真
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
を

採
用
、
見
出
し
や
写
真
に

工
夫
を
凝
ら
し
、
さ
ら
に
、

町
民
参
加
の
コ
ー
ナ
ー
を

多
く
設
け
、
町
民
と
一
緒

に
作
る
広
報
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

　

25
年
５
月
に
議
会
基
本

条
例
を
施
行
し
た
。「
開
か

れ
た
議
会
」と
い
う
観
点

か
ら
、
住
民
と
の
意
見
交

換
会
を
地
区
ご
と
に
開
催

し
、
住
民
の
意
見
と
そ
れ

に
対
す
る
回
答
を
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
と
と
も
に
、
政
策
提
言

を
ま
と
め
、
町
長
に
提
出

し
て
い
る
。
政
策
提
言
は

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
、

住
民
に
周
知
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
が
評
価

さ
れ
全
国
議
長
会
か
ら
全

国
５
議
会
の
う
ち
の
１
つ

に
選
ば
れ
、
特
別
表
彰
を

受
賞
し
た
。
議
会
改
革
の

成
果
だ
け
で
な
く
、
通
常

の
議
会
活
動
の
積
み
重
ね

に
よ
り
議
会
の
活
性
化
が

図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
総

合
的
に
評
価
さ
れ
、
他
の

模
範
と
な
る
も
の
と
認
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
広

報
最
優
秀
賞
と
の
同
時
受

賞
は
、
全
国
議
長
会
史
上

初
と
の
こ
と
で
あ
る
。

行
間
が
読
み
や
す
い
。
見

出
し
活
字
の
大
き
さ
に
は

検
討
を
。
た
だ
し
字
体
な

ど
の
工
夫
は
大
き
さ
と
の

兼
ね
合
い
で
成
功
し
て
い

る
。
小
見
出
し
に
は
さ
ら

な
る
工
夫
の
余
地
が
あ
る

か
。
慣
れ
な
い
政
策
提
言

を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
説

明
し
つ
つ
行
う
と
こ
ろ
や
、

用
語
注
記
の
欄
外
へ
の
導

き
に
成
功
し
て
い
る
。
編

集
後
記
の
存
在
意
義
内
容

選
択
に
つ
い
て
は
、
従
来

の
発
想
か
ら
の
脱
却
を
望

む
。

町村議会　特別表彰

最優秀賞を受賞した第117号

最終校正は印刷所の２階で

議会広報全国コンクール　最優秀賞

町
民
視
点
の
編
集
に
高
い
評
価

議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
に
輝
く

町
村
議
会
特
別
表
彰
も
受
賞

　

議
会
だ
よ
り
第
１
１
７
号
が
、
第
29
回

町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
、
つ
い
に
全
国
一
の
最
優
秀
賞
に
輝
い

た
。
昨
年
ま
で
４
年
連
続
「
優
良
賞
」
を

受
賞
し
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
上
位
ク
ラ
ス

の
議
会
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
全
国
の
レ

ベ
ル
は
年
々
高
く
な
っ
て
お
り
、
審
査
員

の
先
生
の
「
順
位
付
け
が
難
し
く
な
っ

た
」
と
の
総
評
が
あ
る
中
で
、
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
た
こ
と
は
非
常
に
価
値
が
あ
る
。

特
別
表
彰

　
「
開
か
れ
た
議
会
」
が
評
価

ゆ
と
り
あ
る
行
間
が

読
み
や
す
い

山
田
　
貞
雄
委
員
長

住
民
の
声
が
多
く
訴

求
力
あ
り長

岡
　
光
弘
委
員

議
会
の
立
場
が
鮮
明

野
　
政
明
委
員

議
会
改
革
と
広
報
の

対
話
力
を
兼
ね
る

吉
村
　
潔
委
員

審
査
員
　
講
　
評

（30）（31） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り

平成27年４月15日発行
第121号議 会 だ よ り議 会 だ よ り

平成27年４月15日発行
第121号



❖　プロフィール　❖

片
かたくら

倉　智
と も こ

子
島根県奥出雲町出身
家族　夫、子供２人、父、母、
祖母の７人家族
趣味　読書
老舗の家業(菓子店)に従事

イ

ンタ
ビュー

小
松
地
区
に
お
住
ま
い
の
、

片
倉
智
子
さ
ん
に
子
育
て

や
町
に
望
む
こ
と
を
聞
き

ま
し
た
。

町民の声

▼
町
民
と
の
意
見
交
換

会
か
ら
の
政
策
提
言
は
、

議
会
の
政
策
形
成
サ
イ

ク
ル
と
し
て
基
本
条
例

に
定
め
た
も
の
で
す
。

提
言
を
町
の
施
策
に
反

映
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

▼
改
選
期
を
迎
え
、
編

集
体
制
も
変
わ
り
ま
す
。

新
メ
ン
バ
ー
に
は
、
い

っ
そ
う
読
ん
で
も
ら
え

る
議
会
だ
よ
り
を
目
指

し
、
お
ご
る
こ
と
な
く
、

自
信
を
も
っ
て
発
行
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ご
愛
読
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
橋
本
）

発
行
責
任
者　

齋
藤　

修
一

委
員
長　

佐
々
木
賢
一

副
委
員
長　

橋
本　

欣
一

委　
　

員　
島
貫
德
右
エ
門

　

同　　
　

黒
澤　
　

巖

　

同　　
　

斉
藤　

智
志

　

同　　
　

遠
藤　

章
一

ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
文
章
）

大
友
喜
味
雄

ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
写
真
）

青
木　

督
平

鴨　
　

源
一

齋
藤　

史
郎

　

川
西
町
に
嫁
い
で
４
年

に
な
り
ま
す
。
様
々
な
ご

縁
が
あ
り
、
遠
く
島
根
県

か
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

知
ら
な
い
土
地
で
の
生

活
に
戸
惑
う
こ
と
も
多
く
、

当
初
は
不
安
な
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
家

族
や
地
域
の
方
、
そ
し
て

職
場
の
方
の
温
か
さ
に
支

え
ら
れ
安
心
し
て
生
活
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

冬
の
雪
の
量
に
は
毎
年

驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た

中
で
子
育
て
が
で
き
る
こ

と
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

２
人
の
子
ど
も
に
恵
ま

れ
、
慌
た
だ
し
く
も
楽
し

い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
我
が
家
は
７
人
と
い

う
大
家
族
で
、
父
母
と
92

歳
の
祖
母
の
協
力
も
あ
り
、

仕
事
と
育
児
の
両
立
を
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

川
西
町
で
は
中
学
生
ま

で
の
医
療
費
の
無
料
化
な

ど
の
子
育
て
支
援
制
度
が

充
実
し
て
お
り
、
小
さ
な

子
ど
も
を
持
つ
親
と
し
て

は
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま

す
。
定
期
健
診
や
ぴ
か
ぴ

か
歯
っ
ぴ
い
教
室
な
ど
、

子
ど
も
の
健
康
管
理
に
つ

い
て
も
支
援
し
て
頂
き
大

変
満
足
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
毎
の
行
事

や
夏
祭
り
な
ど
、
一
緒
に

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
多

く
あ
り
、
い
つ
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

冬
の
間
は
、
雪
の
た
め

小
さ
な
子
ど
も
達
が
体
を

使
っ
て
思
い
っ
き
り
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
ず
残
念
に

思
っ
て
い
ま
し
た
。
安
心

し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
、

親
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
で
き
る
よ
う
な

屋
内
施
設
が
あ
る
と
い
い

な
と
感
じ
ま
す
。

　

少
子
化
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
今
後
も
子
ど
も
達

が
安
心
し
て
の
び
の
び
と

生
活
で
き
る
よ
う
な
環
境

作
り
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

１
歳
と
３
歳
の
子
ど
も
達

は
と
に
か
く
元
気
で
、
い

つ
も
家
中
を
走
り
ま
わ
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

季
節
、
外
遊
び
を
思
い
っ

き
り
楽
し
め
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

４世代そろって記念写真

豊
か
な
自
然
の
中
で

編
集
の
後
で

子
育
て
奮
闘
中

い
っ
そ
う
の
子
育
て
環

境
の
整
備
を
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